
THE ANNUAL REPORT ON ARCHAEOLOGICAL RESEARCHES 
KUMAMOTO UNIVERSITY/2016 

ク
Jクl

熊本大学埋蔵文化財調査センター年報 2016年度

2018 熊本大学埋蔵文化財瀾牡センター









THE ANNUAL REPORT ON ARCHAEOLOGICAL RESEARCHES 

KUMAMOTO UNIVERSITY /2016 

23 
熊本大学埋蔵文化財調査センター年報 2016年度

2018 熊本大学埋蔵文化財調査センター





2016年4月14日・ 4月16日の「熊本地震」の被沓によって， 2016年度熊本大学梢内の発

掘調査はすべて停止することとなった「熊本地裳」は，熊本大学の多くの部局・施設に

甚大な被害をもたら した埋蔵文化財調査センターも，その例外ではなかったセンター

の建物，収蔵庫の壁にはひび割れが入り，備品・ 書籍 ・辿物が落下し，多くの辿物が破拍

した地霞後，センターの教員はもちろんのこと．謂壺員の方，内勤の作業員の方々全員

が施設・辿物の修復に恋闘したまた，迎営基盤部施設管理課 ・企画課も，被害状況の把

握と復興計画の策定に尽力した． 2016年｝文は，本格的な復興にそなえた一年であった．

こうした状況のなか新たな発見もあった．深刻な被害を受けた五闇記念館や化学実験

棟では煙突部分が崩れ格ち，落下した煉瓦のなかから「熊本監獄製造」と刻印されたもの

が発見されたのである．構内の赤煉瓦建築については以前から調査にあたっていたが， 今

回は，より精緻な煉瓦の調査に着・手した．本年報にはその成呆も掲載した．ご吟味いた

だきたいなお，煉瓦の調資成果については， 2016年11月1日～2017年4月28日に速報展

示「RENGAー遺跡から見えた近代ー」を開催した．

地捉後であったにもかかわらず本年報をまとめることができたのはセンターの皆さん

の献身的な尽力によるものであるセンターの皆さんの尽力に，この場を借りて改めてお

礼申し上げる．

2018年3月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査セ ンター

センター長 伊 藤正彦



例己

1.本1|卜は熊本大学構内において 2016年4月 1「lから2017年3JJ求

nまで行われたJ且蔵文化財の調介および熊本）¢判lり巌文化財批l＿介＜七
ンターの活動内容に関する年次報告苫である． 1502,~，ll1t地．I'せについ

てはII乍年度からの維紐事業で記載内容は本年度実施分についてで

ある．

2. 構l)、J辿跡の調査は．昨年度に引き続き．年次と調和IIiiを表す諜lft

番号で表すこととし 出土追物や記録類もこの番・りで整:El¥・竹理し

ている．

3.辿跡略号は地区ごとにローマ字3文字で以下のように表記し

た．黒愛町追跡群黒髪南地区 (KKS)．同北地区 (I<KNl.4叫遥・

跡本荘北地区 (|戻学部附艇病院構内）（HJH)．同中地区 (ILiI公学部

構内）（HJM)．同南地区 （医学部保健学科構11,1)(KI IJ). ki」．．逍

跡群薬学部構内 (IIJP)．京町台逍跡教育学部附属小中学校構内

(KMS)．新南部辿跡群新南部地区 (SNB)．宇留毛神社周辺．迎跡群

宇留毛地区 (URG)．大江追跡群渡鹿地区 (OED)

4.辿物への注記は．遺跡略号＋調引ミ番号＋出 1一迅i構 (i立li'i:)のJIIliで

行った．

5.本，1}：に掲載した辿物やその他の出土辿物およひ調在にかかわる，；じ

録類はすべて熊本大学挫蔵文化財調介センターにて保笠している

6. 4叩Fの執飛は．II卒を大坪志子・山野ケン協次郎 ・，与留広が Ill 

•1位を 1J_1]！i· が． その他を大坪が行っ た．

7.本1りの編集は大坪が行った．
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写具60 束側箇所掘削状況 （北束より ） 21 写真101 調査区近屈 （北より ） 34 
写：H61 面且漿囲i斗こり圃i'jil:l犬抄t(|｝iiIりより） 22 芍：i起102 移叶i09t11:Ili’iIl;iki兄 (Piより） 34 
勾凍62 配線束半掘削．状況 （南西より ） 22 写真103 移梢冗作菜状況（東よ り） 34 
写兵63 外灯基礎部溝状辿構？検出状況 （南西より ） 写真104 移植元掘l'il]状況 （東より） 34 

・22 写兵105 ①試掘地．'.~i:．作業風•;；t （西より ） 34 
写真64 ①調査地、1i［作業）船 jし（南東より） 21I 写真106 ① トレンチ掘削状況（南より ） 34 
写真65 ①調査地点作業風屈 (1ii東より ） 2,1 窮兵107 ③試掘地、点作業風屈 （南より） 35 
与浪66 ①調査地点撤去状況 （南束よ り） 24 写具108 ③ トレンチ掘削状況 （南より ） 35 
写具67 ②調壺地，点撒去状況 （l柑より） 24 写真109 ①試II』地点遊具2撤去作業風訊 (|fjより）ー35

写真68 ③調壺地点作業）船；し（西より） 21.1 ‘lj頁110 ④試掘地、1!、＇：逝具2撤去状況（南より）一――-36
写兵69 ③調査地点撤去状況（西より） 211 写真111 ⑤試11:li」叫＇．［作菜風屈 （南より ） 36 
写真．70 A地点L字束西柚l．りi{f|凍半作業）彫；［ （西より） 写真ll2 ⑤試掘地、1H．掘削状況 （東よ り） 36 

25 写真Ll3 西fl[lj地点 （建物内）作業風尿 （南束より）ー36
写．真71 A地点枡部分包含／州1検出状況 （南よ り）一 25 写真114 世iIlll地．I!．i、（建物内）掘削状況 （北より）一36



写兵115 西側地点 （建物外）掘i’jIj状況 （北より） 37 写其151 北世 ー南東軸下段掘削状況 （北西より ）—―-45

勾:l'〔l16 南佃l中央地点掘削状況 （匹より） 37 写兵152 地山検出状況（南西より） 46 

窮具117 仮設校舎1北側排水管掘削状況（北より）ー37 写兵153 No.①作業風景（束より） 47 

写兵118 仮設校舎2南西部排水竹濯：li削状況（南より） 写兵154 Nu①硬化而検出状況（北1虹より） 47 

37 UぶU55 Nu①土）罰断而（西より） 47 

与真I19 仮設校舎1南西部ガス竹検II,1：状況 （南より） 'J..j凍 156 Nu②最終硬化而検出状況 （北西より） 47 

37 写真157 No②掘削状況 （東より） 47 

写真l20 仮設校舎1北匝部ガス箭検出作業風娯 （西より） 写兵158 Nu②土府断面 （東より） 48 

38 写真159 作業風娯 （北東より） 48 

'!.:.j真 l21 仮設校舎1北西部ガス舒検出状況 （北より） 写真160 東端既設箭箇所掘削状況 (l¥iより） 48 

38 写）＇1．16l芝；1..t箇所掘削状況 （匹より） 48 

写兵122 ①調査地点樹根撤去作業（束より） 38 哨具162 熊本地震直後の五高記念館而而 （南より）ー49

写具123 ①調査地点撤去状況（東より） 38 写具l63 熊本地震直後の1［高記念館燒突落下状況

写真l24 ②調壺地点作業風梨（東より） 38 （北東より） 49 

絣此125 ②調究地点撤去状況 （西より） 38 判真l64 熊本地震直後の化学実験場娩突落下状況

写真126 作業風梨 （南西より） 39 （西より） 50 

辱兵127 水逍管検出、状況 （南より） 39 写哀165 熊本地旋直後の工学部研究Itt料館 （束より）

写具128 樹木③作業風娯 （東より） 39 50 

写真．129 樹木③作業風娯 （南より） 40 写真l66 工学部研究骰料館の控え監の様子（東より）

窮真130 樹木②樹根撤去状況 (iYi西より） 40 50 

写真131 樹木①樹根撤去状況 (|fiより） 40 写真］67 伐採作業の様子 （北西より） 50 

写兵l32 調在地点全景（東より） 4 l 写真．168 拓本作業の様子（北より） 50 

写具133 浄化梢の天井穴検出レペル (WiI虹より）一41 辱真］69 /¥地点の蕗下物（南より） 5] 

勾真134 掘削作業風屈 （南西より） 41 苺兵170 B地点の落下物（北より） 51 

写真135 掘削状況 （南西より） 41 写兵171 C地点の落下物 （南より） 51 

写真］36 Nu①作業風娯 （西より） 42 勾哀172 D地点の落下物 （北四より ） -1 

写~'U37 油①掘削状況 （西より） 42 写真173 「地下と地上の文化財散歩」．’l.!；嬰地区実施状況

写真138 油②掘削状況 （南束より） 43 59 

写具139 Nu③掘削状況 （北東より） 43 写兵l7tl「地下と地上の文化財散歩」木荘地区実施状況

1.jー：具140 No.④掘削状況（北西より） 43 59 

写i't]4] No⑤掘削状況（南西より） 43 写真175 速報展 展示説明会尖施状況 59 

写兵142 No⑥掘削状況 （西より） 43 与凍．．176 センター展示見学の様子 60 

写真143 Nu⑦掘削状況 （東より ） 43 

'J..凡[］44 池⑧掘削状況 （東より） 44 く表目次＞

写真145 Nu⑨掘削状況 （南東より） 44 表l 熊本）⇔学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一tl- 1

写兵146 Nu⑩掘削状況 （北束より） 44 易乏2 20161-~ I文調査一魏 3 

写良147 作業風ぶし （北より） 45 表3 莉翡記念館および化学実験場の落 I‘・・陳瓦ー認表

写兵148 西側擁壁プロック除去作業風鈷 （西より）一45 52 

苺真］49 西側プロック除去状況（曲より） 45 表4 各濶壺地点の畑瓦寸法のJ1と小値とl立大伯 53 

‘/j.J足150 |対-；ltihlll:屁支捐消IJ;I犬沙 （北より） 45 表5 各調杏地点の練瓦寸法の平均伯と寸法類例――-53



一 概要 I 
平成28年4月ILI日．益城町を捉源とするi立大版）虻7を

観測する熊本地捉の前虞が発生．16Fl にも •J立大震度 7 を

観測する本淀が発生した最大炭炭7を観測する規模の

地姦に 2度も襲われたのは観測史 l．．初の事例であり．

益城町を中心に熊本県およぴ大分県において甚大な被

、出が発生した，

本学でも 多くの文化財や建物が被岩を受けた．本学

の歴史と象徴である．五高記念館や化学実験勘．7＿．．学部

研究骰料館は．、煉瓦造りの躯体にひびが入 り．煙突が折

れて落下するなどの被沓がでたまた．各キャンバスの

建物もその多くにひび．亀裂が入り．危険と判定された

建物からは多くの教員や学生の研究至市務1如辿部署

が退去を余儀なくされ．仮設スペース．仮設俎物での業

務再建となった．

巡営基盤管到！部も．そう した部署の一つである．本学

が保有するキャンパスにおける．被也状況の把握と対処

に．膨大な人的エネルギーと時間が投じ られることと

なった．

このため．本年度にi1両されていた事業は 一且保留

とせざるを得ない状況となった．表1を参照するとあき

らかなように本年度に実施した調究は．立会が36件で

ある事業内容は．熊木地震による被害対応 （仮設校舎

建設など）が多くを占め．そのほかはこれまで実施に

至っていなかった． 平成27年の台風第15号による被柑・倒

木の撤去作業が実施された．

これらの事業は． もともと規模が小さく ，また復卯に

関する 'li・業は迅述性を考艇して．埋蔵文化財に影牌がな

いような設計が主であった このため．発掘調ff.は実施

されなかった．

この中で 二つの飩味深い結呆を得ることができた．

一つは．l6ll調査地点である，震災により．．ll,＼髪1tiJ也IX:

にあった駐車場に仮設校令を建設することになったため，

黒嬰北地区の述動場武火））；［に仮設の駐車場を設けること

になった，1611調査地点は．仮設駐車場の周囲にフ ェン

スを設樅する工事に伴った調杏である． 18か所にわたる

支柱部分の掘削で辿物包含l\'•1 や辿梢而 （地山）を検1,1 ,0

する深さを糸Illかく把握するこ とができた．これは．黒厖

北キャンパスの旧地形を復冗するにあたっての，布川な

h'i報である，

もう一つは五邸記念館を形作る煉瓦の製造に関する

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一院（アミ部分は本年度』1',j．1tした地区を示す）

No. 地区名（学部名） 所在地 遺跡名称 遺跡の種類 -~
黒嬰北地区（法 ・ 文 ・教 •K教センタ ー ） 熊本1|i中央l烈，I．＼嬰2丁目40-1 黒嬰11/J辿跡Iir' 集俗Jlt 縄文 ・弥生 ・
黒髪東地区（教fi学部附属特別支援学校）熊本市中央I刈，I！嬰5丁印7-l 奈良 •平安

2 黒嬰南地l公 (I：・理） 熊心Ii中央l幻：．1.l．＼嬰2l1]394 .’J.｛嬰lnr辿跡ltt 集落J1I: 細文 ・弥生 ・
奈良 • 平安

3 京町地区 （教介学部附属小 ・中学校）熊本1Ii中央lざ京町本ー「5-12 ”ilIII台jl'.i跡／i作集落址 弥生 ・近世

4 城東地区 （教脊学部附属幼椎匝I) 熊本l|i中央1ヌ城東ll[5-9 熊イ 城ゞJ1I: 城館Jil:・熊本J成1刈 近Ill:
辿追t1'lj

5 教育学部新南部J足楊 熊本市束Ii<：新怜i脊116丁1°15-8 新附部辿跡 散布地 縄文 ・弥生

6 沿岸域悶1槌科学教ff研究七ンター l ·.-X •',',:di松島町人‘t：合il1:6()(i l ,Fil、9,}具塚
l的5年li/J),l'Jfl'に

集落h|． 縄文 .1卯l: よって 具塚でな
いことが判明

本荘中地区 （発生l炎学研究所 エイ 熊本市中央lメ．本ill-：2「目2-1
縄文 ・弥生・

7 本ll：辿跡 散布地 ・集落.hi: 奈良 • 平安 ・ズ学研究センター等）
I I.I •I I t 

和部等1：）北地区 (|仮学部附屈甜院 ・医学 熊4ぺrli'i1央区祖1:l l’li l-l 本（熊tli大辿刹跡l浣1）)k 散布地 ・集裕J1I:・ 
縄文 ・弥生 ・

8 l I I•Jl't • 奈良 ・
地辿跡） ぶ苫地 平安・近代

2熊4-本lIli中央1)(:Jし品寺4TEI 一 本,,違跡
細文 ・弥生・， 本荘南地区 （保他学科吟；） 散布地 ・集落JIt 奈良・半安・周辺辿跡
中世

10 大i［地区 (;屈学部`令） 熊本市中央R．人i_[木町5-1 ki.l：沿跡／拌 官1紆址 奈良・•F安 周辺辿跡

11 渡鹿地区 （，課外祈動施設） 1俣4ゞI|i巾リとlメ．i度／1E4 j• 目］ 4 大江辿跡群 集沿址 奈良・平安

12 宇留毛地枢(‘,'f:II芍が1酋令・職U宿舎婢）熊心I了中央lX:;'J.＼嬰7丁目 サ冷'l毛神社｝f；)散布地 弥II:.．奈良・
辺追跡群 9ド安

第 I芸 本年度の調査概要
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図1 黒髭町追跡群 • 本庄追跡の位四と周辺辿跡の分布図 ( 1/25000) 
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表2 2016年度調査一院

I 調査期日 調査番号 地点名 調査の種類調査面積 時代 遺構・遺物 I 

16 ・ 8 ・ 8 1 6 0 l （黒炭Iti)E9取り壊しに伴う支1咲配^ 在撒 ＼＇i．会，iil1t l.53 nf なし なし

去工'li.

16 ・ 9 ・ 12 l 6 0 2 （宇留毛）国際父流会RI.iI¥• B棟北型,,, ＼、i．会調4ミ 114.73111 なし なし

庭陥没補修 1：事

16 ・ 11 ・ 4 I 5 0 2 (4心1E:lt)屈~•;JH!「介計東沿i‘揺iじク(9没11111 こl. ’li. 立会，祁1:H 1254面 なし -I •. tiIi悩

L6 ・ L 1 ・ 9 I 6 0 3 （！，I9!.炭）台風15サに伴う傾木の木起こし 立会』加't 42.16,r! なし なし

菜務

16 ・ 11 ・ 10, I 6 0 4 (H収屁It)台風15サに伴う被‘,i;：樹木除根 立会111，j1t 8b 25rrl なし なし

17 ・ l ・ 16~17 業務

16 ・ 11 ・ 11 1 6 0 5 (!．じ髪1h)！!．悽紐iC2改築に伴う仮設翡1車 ＼＇i.会（J,Ht 123.22111 なし なし

場整1,mこl:ll i. 

1.6 ・ 12 ・ I l 6 0 6 （！！砂詞i)黒炭・1iiC2改筏に伴う仮設校舎 立会，J,'，j1t 1187111 なし なし

取設上’li.（「じ気その］ ）

16 ・ 12 ・ 5 l 6 0 7 （リ閥詞J)黒嬰南C2改築に1'1'^う仮設lt|4|i 立会，J,'，j1t 0.118面 なし なし

場柩{iLじli.（その ］）

16 ・ 12 ・ 5 l 6 0 8 （煤嬰1柑）黒嬰南C2改哭に伴う仮設1rt車 {f．会；．J抒j_ 2.465.00面 なし なし

場柩備 l・ー：Ji（その2)

l6 ・ 12 ・ 6 L 6 0 9 閏乳稔rti)黒髪,tiC21！ふ没校令J収設 l?li~ 立会，翡！ft :l35 00111 なし なし

（機械その I)

L6 ・ 12 ・ 16. 27. L 6 J 0 （京町）教脊学部附属小学校仮設校令J収 立会，i/.jft Il l(i. IO消 なし 弥~I:_-1・．器
17 ・ 2 ・ l 設こl:：Jじ

16 ・ 12 ・ 20-28 l 6 l l (.':I且稔fii)黒炭南C2改築に1'1'う仮設殷l.J|i. 立会調．ft l J.35n-/ 占代 ・近代 {l: li';. ？ ・こt.r.1lir.恰・クJ'［．rJJ．盟炸 ．
場整iiiiエ’ji（その4) 石器 ・磁器

17 ・ I ・ 16 L 6 l 2 （黒嬰．It)｝ii外l|i水行逆1|．．弁Jf又411-．TJI 立会浪lft 5.37ni なし なし

17・1・18 l 6 I 3 （！！砂iitl)黒炭南C2仮成校舎収設」及Ji 立会』，¥I::i't 623.00ni なし なし

（機械その2)

17 ・ l ・ 18 l 6 I 4 （黒炭ll'i)黒妥約C2改築に11：う仮設校舎 立会調査 4 5.8O nf なし なし

収設］コJi（俎気その2)

17 ・ l ・ 18 1 6 l 5 （大江）台風l5りに伴う・}籾；：樹木除根染務 立会調介 96.25 ni なし なし

l7 • l ・ 19 l 6 l 6 （新南部）台風j5サに伴う被；if樹木除根 ，ヽI.:会調1t 32.50面 なし なし

業務

17・1・23 l 6 l 7 ( ' j•：留毛）台風 LS りに伴う被‘]；：樹木除根 v．会調森 106.so,n なし 弥生 1：器
菜務

17 ・ 1 ・ 23 1 6 I 8 (4むI_［北）台風15り・に伴う被布樹木除根 立会叫l介 19 50ni なし なし

業務

17 ・ 1 ・ 23 I 6 l 9 （本：／「中 ・南）台風15号に伴う被古樹木 立会，狐！1t 8501甘 なし なし

除根菜務

17 ・ 1 ・ 26 I 6 2 0 （ぶ町）台風l5りに伴う膨i：樹木除根業務 立会；J，l1'1't 10.25111 なし なし

17 ・ 1 ・ 30 J 6 2 J （黒髪南）台風15号に伴う被出樹木除根 立会1-o:,l1t 41.75面 なし なし

業務

17 ・ l ・ 30 l 6 2 2 （渡IJ¥()台風15りに伴う被‘占樹木除根業務 立会調査 15.25111 なし なし

13 ・ 2 ・ 1 l 6 2 3 （京Ill[）教ff学部lif,J属小学校仮設校令J収 立会湖究 62.:J面 なし なし

設に伴う支1収配岱科え［平

第I章本年度の調査概要
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I 調査期日 調査番号 地点名 調査の種類調査面積 時代 遺構・遥物 1 

17 ・ 2 • 6 I Ii 2 4 (I反刹）），し幹 ．j月檄腋fiii(|| 1 1刊叫東等支 立会仙11f. 220.50nf 近枇？ -I •. tli }伶 ・ijiig t杵・|；t←J }怜
I収配料：杵） I~')f 

17 ・ 2 ・ 7~8 I 6 2 5 (.'.l』髪1ti)J軋学部IIlll場1討木切り株撒去 l―..’lt 立会，ill1t 56.00nl なし なし

17 ・ 2 ・ 10 l (i 2 (i (l‘Jミ林i)枯水樹木伐板業務 I、/；会濶ft 7.!0nl なし なし

17 ・ 2 ・ 14 ・ I 6 2 7 ('i噌lt) I』qjit1紐ii(I碓隈）災‘,lftU|11 l: 1t 立会，;JIJ-ff. J 57.15ni なし なし

22~24 

17 ・ 2 ・ 15 I 6 2 8 （水：il淋i)本：li油 I~が給水設fiii改修―r.1i 、［会，］かft 1015.8011-f なし なし

17 ・ 2 ・ 28 I 6 2 9 ()<i [l卜i)1ig,',tl{II給水竹修jII!．l:1i ＼＇i． 会，;t,~ff. I 00111 なし なし

17 ・ 3 ・ l. 17 I (i ::i 0 (ililJt)渡lJt(l：宅2サ棟屈外ガス竹h1i修 ＼＇i．会，、J！11t 20.l n1 なし なし

l: 1 i 

17 ・ 3 ・ 2 I (j 3 I (Iりミ甜）木l冷ii也給水料盛如：’li 、＇i．会］：i介 700111 なし なし

17 ・ 3 ・ 6, 9 l 6 3 2 (．[IMg.It)給水ポンプ喉東側フェンス設 ＼i．会濶介t 3. 0 4 ni なし なし

ift l : • j i. 

17 ・ 3 ・ 1:3 1 6 3 3 (,jふil:1 1 1) 4i.n: 1 1 1 5 りtii;•1以Ill」；!l i. 立会，i,¥Iイt 271.00面 なし なし

17 ・ 3 ・ 1,1 1 6 3 4 (！！．＼嬰南）コンプレッサーi呆竹Ill淵tirt 立会謳111' l2.28吋 なし なし

17 ・ 3 ・ 22 l 6 ;3 5 ()<i 1...lt) ；』S)llh(（1勿lii|．ItilIIllii 4<,f多h{（努包4努 I9,：会ii:，]1t 15.25,廿 なし なし

梢報である． I.iiiの重災文化財に指定されているILi第五翡

等：中学校本館および化学尖験場も．今IOIの地寂により甚

大な被唐を受けた．倒壊は免れたが煙突などがi釦＇各し

てしまった建物を投う煉瓦は．熊本監獄収容者の労働

力によって製造されたと されていたがこれまで考古学

的な確認はなされていなかったそこで今lU|．破狽部分

の疎瓦を）1］いて法械や製造法など．晋段観察するこ とが

できない部分の粕査を尖施したその結呆．多くの1fi報

を得ることができた．詳細は第ll]ぶtを参照されたい

平成29年1支は．保留となった事業の再l}llおよび復判に

向けた事業の実施など．埋蔵文化財調森センターと運営

基盤岱理部ほかf¼I連部署との密な辿挑と努力が求められ

る．これまでに招梢してきた調究成果を十分に活かしつ

つ．復興事業に取り組みたい．

却¢ながら．熊本地震により被災されたすべての）jに，

お見舞い1|lし上げます．

第I菜本年度の網査概要
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IIー 1 黒髪北地区

1. （黒斐） 台風15号に伴う傾木の木起こし業務

に伴う立会調査 (1603)

く調査期間＞

2016年11月917 

く調査面積＞

42.16面 (0.84n-i) 

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 広．

く調査概要 ・結果＞

本工事は．黒嬰北地区の文 ・法学祁棟の怜iillIlにおいて．

平成27年の台風第15号による影評で．倒木の被忠にあっ

た樹木の復旧作業である．根元周囲を0.2mほど掘り起

こし．水で軟らかくした後に巫機で倒れた木を正位ii,＇［に

戻した．支柱は直径0.2m. 深さ0.2mを掘削した．いず

れも埋土内で辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真 1 文法棟南側梅根本周囲掘削状況（南西より）

写真2 支柱掘削状況 （南より）

（図2・ 3参照）
2 （黒艇北）台風15号に伴う被害樹木除根業務

に伴う立会調査 (1604)

く調査期間＞

2 (） ］ 6イ1: • l 1月91 1 ・ 2 0 l 7イ1:1 /JJ6 ・ 1711 

く調査面栢＞

86.2511-i (32.0911-i) 

く調査員＞

-J(J平辿・;f• . ， ’i 』;i| IL、.9 

く調査概要・結果＞

本エボは，平成27年の台風第15りの彩評で倒木の被

‘店にあった樹木15本の除根業務に伴う立会調1tであ

る．樹木にはNu①～⑮の番サを付し， 順に説明する．

Nn①センダンは．ネ副利施設の南西側駐IIij易の束端に位

iiItし．路l(liより縁石の，心jさは0.lm翡くなっている．0.6

x0.9m の範 1/11 を緑石の，•,':j さか ら0.35m ま で掘削 したす

べて現代狸十．内におさまった．

写真3 No．①掘削状況 （南西より）

NQ② コナラは．ネii'i利施設西側の喫煙所付近に位附す

る． 1.3X 1.4mの範1)11を．地表下0.4111まで掘i'illした す

べて現代地上内におさま った．

写真4 No．②掘削状況（南西より）

第II菜調査の記録
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図3 黒艇北地区東半における調査地点配置図 (1/2000) 
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蜘③チシャノキは．プール附属家の北束隅より11.3m

東側． 3.8m1¥i側に位i在する．l.'IOxl.65mの範囲を地表

下0.25m まで掘削した現代J!I!• -I：内におさま った

写真5 No③掘削状況（北西より）

No.①サクラは．教育学部実碑工場の而卸叫より6.6111

ほど南側に位ittする． 0.8x0.8mの範囲を．地表下0.3111

まで掘削した．すべて現代埋土内におさま った

写真6 No④掘削状況（東より）

No.⑥イチジクは． Na⑤ より IOm束側に位齢する． 1.0

xl.Omの範囲を．地表下0.3mまで掘削したすべて現

代埋土内におさま った．

写真8

No．⑦ヒマラヤスギは．万．l',':j記念館の表l"Jより20.0mほ

どIri1l!!jに位附する．1.5x l.Omの範囲を．地表下0.2mま

で掘削したすべて現代埋」_._v、Jにおさまった．

写真9

No．⑥除根後状況 （南より

No．⑦除根後状況（東より）

Nu⑤ウメは．文法学部本館の削側玄関より20m東側に

位ii1i:する．1.2X J.3mの範lll1を．地表TO.lmまで掘削し

たすべて現代埋土内におさま った．

写真7 No⑤除根後状況（南西より

NQ⑧サクラは．五翡記念館の表1"Jより30.0m南東側に

に位骰する．2.0X 2.0mの範l)廿を．地表下0.54mまで掘

削したすべて現代JJIヒl二lJ、]にお さまった．

写真10 No⑧掘削状況（西より）

第II章 調査の記録
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No.⑨サクラは，五高記念館の表1JI•J より 20.0mほど東側

に位樅する． 0.9X 1.4mの範囲を，地表下0.4mまで掘削

したすべて現代狸土内におさまった．

写真11 No⑨掘削状況（北西より）

No⑩エノキは．五高記念館の表門より束側に35.0mほ

ど離れたところに位似する． 0.7x0.8mの範囲を地表

下0.3mまで掘削したすべて現代Jll!-I：内におさま った．

写真12 No⑩掘削状況（北よ り）

No⑪マツは全学教育棟の最も南に位悩する校舎の匝

側llmに位骰する．2.2x2.6mの範囲を，地表下0.2~0.9

mまで掘削した中央に南北方向で輻0.6mのヒューム

管があったため， ヒューム箭の掘方内におさまった，

写真13 No⑪掘削状況（西より）

遠平` 函l11缶

No⑫サクラは， 五高記念館の表 1•II-J より 53.0m ほど東側

に位附する． 1.2X l.2mの範間を．地表下0.2mまで掘削

したすべて現代埋土内におさま った．

写真14

る．

写真15

No．⑫掘削状況（北より

No⑬モクセイは，附屈図古館南棟の南側に位樅す

0.7X0.7mの範囲を，地表下0.35mまで掘削したす

べて現代虹l !•土内におさま っ た．

No⑬掘削状況
. . ． 

No⑭マツは．附屈図翡館南棟の南側の駐車場内に位佃

する ． 掘j'jlj範囲は盛り —|：がされており， 中心は地表より

0.5111ほど高くなっていた 2.3X2.8mの範囲を，地表下

O.lmまで掘削した．すべて現代埋土内におさまった．

写真16 No⑭掘削状況（南西より）

第JI章 調査の記録
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No.⑮ カイ ズカ イプキは．教脊学部束柚の南東端から

6.85m南側に位H'i:する． 0.50x0.50mの範圃を地表下0.25

mまでi}』削した．すべて現代地七内におさまった．

写真17 No⑮掘削状況（南西より

Na①～⑮すべての箇所において

なかった．

辿構 ・辿物の検II＇,は

3. （黒俊南） 黒艇南 C2改築に伴う仮設駐車場整

備工事（その 1)に伴う立会調査 (1607)

く調査期間＞

2016:イF12)：：：l 5日

く調査面稲＞

0.48rrl (0.09対）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

本工事は．武夫原の）i'iJIJJ:Iに設訊されているフ ェンスの

一部を撤去し，仮設駐車場建設工事川の車両の進入路を

確保するエ<Ji-である．

南西祁の3本のフ ェンス支柱を撤去する f定であった

が南側の 1 本は中止とした ． フ ェ ンスは地 1 •'部分を撤

去した状態で基礎プロ ックの抜き取りに立ち会った．

写真18 南側基礎撤去の様子（北より）

第II菜 調査の記録

写真19 南側基礎抜き取り痕 （東より

2本のうち．南側の基礎ブロックはワイヤーを掛け

て重機で引き抜き，埋蔵文化財には彩騨なかった．北側

のプロックは．仕梯が異なり 引き抜くことができなかっ

たため， 撤去は中止とした．辿物や辿朴1;:の検出はない

4. （黒髪南）黒斐南 C2改築に伴う仮設駐車場整

備工事 （その2)に伴う立会調査 (1608)

く調査期間＞

2016イド12)=]5 日

く調査面積＞

2.465.0ni (2.23ni) 

く調査員＞

大坪志子

く調査概要 ・結果＞

本工事は，仮設駐叶「．場設樅予定地の除芹を兼ねたすき

取 りと．縁石を設戦する工事である．

すき取りは2cm程度であるため．より深い緑石設設の

範囲で試掘を 3箇所実施した．予定地の東側は側溝に

沿って設附し．ほぼ側溝設爵時の掘プj内に入る．このた

め．西側 2箇所と北側 1箇所を試掘した． 0.7x l.Om程

炭の範間を． 8~12cm掘削したがいずれもグラウンド

写真20 試掘①地点作業風景（北西より）

..,. ．． 

―̀≪ . ----I 

t 



写真21 試掘①地点掘削状況（北西より）

の表）曽を形成する兵砂土内である．辿物や辿構の検出は

なく．慎重に作業を進めるように指示して．終了した．

5. （黒斐南）黒斐南 C2改築に伴う仮設駐車場整

備工事 （その4)に伴う立会調査 (1611)

く調査期間＞

2016ィFl2月20~28日

く調査面積＞

9.90n-i (l l.3511-i) 

く調査員＞

大坪、ぷ子 ・吉留 ／公．

く調査概要 ・結果＞

武夫原（巡動場）に設けた仮設駐車場をl}j1む．フェン

スの支柱部分の掘削に立ち会った

工事は1.0xo.5mの範囲を0.6m程炭掘削し．支柱が人

る中央部をオーガでさらに掘削するものである．そこで

1.0x0.5111．地表下0.6111まで掘削したところで 一度土

填を確認し．支柱部を0.5m四方掘削して．追物包含／曽

や辿梢面の有無等を確認したグリッドは．南から⑱ま

で番号を付した

1.0 x0.5111の掘削は．①からおこなった．①～⑤ ・⑥

⑲叙⑲は辿物包含陪とそれらしき土）1'1を検出した ⑦～

⑨ ・⑪⑭は樅乱もしくは近代耕作土中である ⑰⑱も辿

物包含Ii,1に逹した．いずれも辿物包含）fりや辿構liりに達す

る可能性が邸いと判断し．次に支杜祁分を掘削した．

支柱部分のJ1』削は⑱からおこなった最も北に位iiなす

る⑯と⑮で． ヒューム管が一部範囲内を南北に辿ってい

ることが判明したフェンスを屈l川させることができず．

南北に；l（；．ぶ①～⑯すべての支オl:部分を東側に若干ずらす

ことになったこのため．グリッドの平而形ぱ凸状と

なった．

①～③は地表 F0.9~1.L7mで辿構而を検出した． ①

②辿構はなかった ③は地表下1.09mで硬化而のよう

11 

なt)名を検出したため．エレペーションをおこなった

④⑤は地表f1.5m前後まで掘削したが撹乱であった

⑥～⑩は地表下l.5mまで掘削したところ，辿物包含附

と息われる綺脱な土）r，1の途中である．これ以上の掘i'iIlが
困難であり．オーガによる枷消ljもこの程度であったので

確認はここまでとした ⑫は地山を確認できた．辿構は

なかった ⑪ ・⑬～⑯は地表下0.7m前後まで掘削した．

この深さまでは撹乱で．瓦條が1散‘占となりこれ以上の掘

削は行っていない ⑮ ・⑯は．⑰⑮の土1河状況から辿梢

而は削平されていると判断した ⑰は地表―ド0.65m.⑱

は地表下0.47mで辿構而を確認したが辿梢はなかった

念のために各グリッドのエレベーションをおこなっ

たグリッドは仮設駐車楊を巡る縁石のそばであるため．

各グリッドの中央付近に相当する緑石上而を計ったま

た十陪は地表iiliからの計測であるため．縁石と地表而

との落差を確認し，絶対値で土府の比較ができるように

したエレベーションの結呆□ 平坦に見える武夫原は．

北に向かって邸くなっており， ①と⑮のグリッド間の比

閲差は0.6m程度になることが判明した．

リ．＇嬰北地区は段Itをいく つか均して造成しており．校

舎が建つエリアでは．歩道が傾斜でそれを確認すること

写真22 ②支柱部掘削（礫除去）状況（西より）

写真23 ⑨支柱部掘削状況（西より）

第II章調査の記録
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写真24 ⑱支柱部追構面検出状況（北より）

ができる．今1且I. 武夫原も傾斜していることが判明 し．

段丘の位骰関係なども含め， i札純に辿物包含｝屑や追梢I(li

を検出する深さを想定できないことが判明した．

この段l子．の形成要因は．iilfi怜段Ir．と考えていたが段

差規模から断If’1ではとの指摘がある．

今後は今回のエレベーションの結呆を考應し．

に臨む必要がある．

J竺li.

6. （黒斐北）屋外市水管逆止弁取付工事に伴う立

会調査 (1612)

く調査期間＞

2017年1月16H

く調査面梢＞

4.0対 (5.37吋）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本工事は．既設のメーターボックス付近で，

逍管を探し．i迩ii:.弁を設骰するエJliである．

既設の水

メーターボックスの東側で既設の水道管を検出し そ

こに逆ii-．弁を設附する―f定でメーターボックスの東ll!IJ

写真25 作業風景（西より）

第II章 調査の記録

を掘削した．水道符を発見したが0.6m東には南北方向

に共・|jij溝があり．逆止弁を設骰する空間を確保できず

また水逍竹の形状からも予定地、1ばでは施工できないこと

が判明した．

そこでメーターボックスと南側にある東西方向の

共lnJiiY1．との1/IJl.5X ].5mの間に設i伐することとした．変

吏は．熊本Tli文化振映課に辿絡し，許可を得て実施した．

挫」.:. 1-J~ であり ．辿構 ・ 辿物の検出はなかった．

写真26 掘削状況（南より）

写真27 西壁土府断面（東より

7. （黒艇北）給水ポンプ室東側フェンス設置工事

に伴う立会調査 (1632)

く調査期間＞

2017年3)]611.

く調査面栢＞

3.04 rri (0.81 ni) 

く調査員＞

大坪志ーf-.

く調査概要・結果＞

9H 

給水ポンプ寄と一辿のタンク ・配笠等を囲むフ ェンス

を東側に拡張し．既存フェンスの一部を撤去する工事で

ある．



新設のフェンスの基礎は．一辺0.25111. 長さ0.45mの

叫角柱である． これを11ヶ所に設ii';：する． このため．

4ヶ所において試掘をおこなった．手掘りで 一辺0.3m.

深さ0.4m前後を掘削したが．いずれもJill」:.I}、jで辿梢や

辿物の検出はなかった

また．既存の同等の基礎は．人）Jでflijiitに引き抜くこ

とができた．掘削を伴わず． J!I[蔵文化財への影評はない

写真28

下`" 

写真29

写真30

試掘①作業風景（南より）

閾ゞ ふ`”―-＼ 

試掘①掘削状況（北より

撒去物

13 

IIー 2 黒髪南地区 （l区14参照）

1. （黒艇南） E9取り壊しに伴う支障配管撤去工

事に伴う立会調査 (1601)

く調査期間＞

2016年8月8H 

く調査面梢＞

L O nf (l. 5 3 nf) 

く調査員＞

I l l野ケン1楊次郎．

く調査概要 ・結果＞

黒愛1H地1メ．． E9と理学部ll|i|JJ）j臼｝Iドの間にある給水 ・汚

水の陀符撤去t事に係る立会を実施した．

黒嬰南 E9から約28m南叫追路と）ぐ｀芥敷地の槌に設

iiII'. されたフェンスから1.7m南束の位ii•,t に 1.1 X 0.71llの試

掘坑を設けた．本範囲を巫機により掘j'jljしたところ． u 
椋とする汚水配管を地表―F0.2mで確認、できた もう 一

つの支1旅配符の位骰を 1リ］らかにするため，試掘坑を南束

方向に1.7X 0.45m拡張したところ．批乱を受けていない

褐色砂Ii,1が地表下0.4Illで検出された．本土府は1310調

写真31
,t 

写真32

重機掘削作業風景（北よ り）

む`？：

人力掘削作業風景（北より）

第Il豆 調査の記録
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写真33 掘削状況（南東より）

杏地点などで縄文時代後晩期の上器が検出された文化）蜀

と思われるこの褐色砂罰の一部が樅乱されていたため，

人）］により現代埋」：のみを掘り下げたところ．地表下0.7

mで目的とする給水配管を確認できた 作業スペースの

確保のため地表―l‘.0.85mまで掘り下げたが，掘j'jljは全て

現代埋士内におさま った．辿物 ・辿構の検出はなかった．

2. （黒斐） 台風15号に伴う傾木の木起こし業務

に伴う立会調査 (1603)

く調査期間＞

2016．イドllJ-J 9 II 

く調査面稲＞

42.16111 (0.28n-i) 

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 広．

く調査概要 ・結果＞

黒貶南地区の黒嬰南 W4の西fl[I)に植栽されていた3本

の根が．平成27年の台風第15号により領いたため． この

木起こし業務をおこなった．

最も南の木の東側を0.2mほど掘削し．巫機で木を直

立させた．支柱は直径0.3m.深さ0.25mである．．＇．［＼嬰削

写真34 黒駐南W4西側根根本周囲掘削作業風景（南よ り）

15 

写真35 黒髭南W4西側槙支柱掘削状況（南よ り）

W4を建設する際の調在では (9704調4」洲地点：）．旧グラ ウ

ンドの造成のために地表―ド2111近くまで掘削されている

ことを確認している．この深さでは，埋蔵文化財に影押

は無いと判断し．残り 2本についても圃様の深さで施工

するよう指示して立会を終えた，

3. （黒斐南）黒斐南 C2改築に伴う仮設駐車場整

備工事に伴う立会調査 (1605)

く調査期問＞

2016年11月llI□1 

く調査面梢＞

123.22ni (21.3面）

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 広．

く調査概要 ・結果＞

馬炭jy.j地区洒側にある虹I:．ili.J協に． i;尉災被岩のため11又り

壊しが決定した 1．．学部 lり消れの代わりとなる仮，没校舎を

建設する こと になったこのため， ．1は髪南地区南端の土

地を駐．r|［場として整備することになった．

敷地予定地の西北隅のプロック坊（新第予定箇所は． l： 

事が"IJI・.となった．

予定地北側には．3本の樹木が束I出こ並んであったが

整備に邪臨となり．撤去となった．樹根が大きく ．周囲

を予定より広く掘削する必要が生じたため．急きょ熊本

市文化振判課の許IIlを得て必要な範囲を掘削した．

樹木の北側と南側はもともと lmほど段差があり． Iトi

側が低いも っと も西側の樹木は．北側を 1111ほど．l¥i

側はもとの地盤よりは0.5111ほどを掘削し．根を切断し

たのちに引き例 して撤去 した中央の樹木も．南側を掘

削したのち．引き倒して撤よしたも っとも東側の樹木

は．li','lilt-1を掘削せずとも．・）|き倒して撤去できたこの

掘削では．辿物鉱含I曽や辿梢面は検出されず．辿物も／1,1

上しなかった．

第Il圭調査の記録
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古いフェンス支柱のうち．大型のコンクリー ト支柱は．

地中で折り取ることになった．巣側は駐車場整備のため

の盛土内におさまり ．北{llllも埋上中である．小さいコン

クリート支柱は．人力でサ1き抜き．il:l！削を伴わなかった．

写真36 樹木周囲掘削作業風景（南西より）

写真37 中央樹木引き倒し状況 （南西より）

・ •一” ュ．”―,....ぞ

写真38 樹木南側掘削状況（西より）

亥 宗烹`

t譴記｝

第II菜調査の記録

4. （黒髪南）黒俊南 C2改築に伴う仮設校舎取設

工事（電気その 1)に伴う立会調査 (1606)

く調査期間＞

2016'.fl~ 12月1日

く調査面租＞

11.87 ni (L89ni) 

く調査員＞

大絆志千

く調査概要 ・結果＞

本工事は．仮設校舎を建設するにあたって． I旅宮にな

る外灯を撤去し．別地点に外灯を設協する工事である．

移設する外灯の撤去工事から実施した．重機で外灯の

基礎周辺を1真．巫に掘i'illし． II」地表から0.9111以降は手掘

りに変えてL.25111までi1:ii)'jljした その後．系II．をかけて重

機により引き抜いた．辿物包含府や辿梢而に逹すること

はなく．辿物の出土もなかった．

新設予定であった外灯については実際に娃設された

仮設校舎との関係J_'．．建設が困難になり中止となった．

写真39 作業風景（東より）

写真40 引き抜き作業風景（南西より）

lーよ冶蘊墨i



5. （黒斐南）黒髭南C2仮設校舎取設工事（機械

その 1)に伴う立会調査 (1609)

く調査期間＞

2016ィFl2月611 

く調査面積＞

335.0rri (6.2面）

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本工jiは．射、愛南地区の駐車場に仮設校舎を建設する

にあたって．給排水箭を敷設する工事である．工事範囲

内で．掘削深度と予定範囲全体をカバーすることなどを

考慇して．試掘地．点を 4箇所設定した．

南西側では泣も深いlmを掘削予定であった現状で

は， 0.5m程度の曲り土を工事範囲内で施Jてしているので，

旧地表而からは0.5m程炭の掘削である．掘削は}llヒI：内
におさまり ．逍梢 ．辿物の検出はなかった．予定範間の

北側．中央付近も同様である．

給水箭を共同溝から分岐し，引 き出す箇所は． 11文も深

い1.2mの深さが予定され．盛り ．ートの範1)11外であ った．

分岐ー）＇，定箇所から ．西へ長さ2.7m. 幅1.1mの範1)11を．

写真41 試掘①地点作業風景 （南西より）

写真42 試掘① トレンチ掘削状況 （南より）
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地表1<l.2m前後まで掘削した現代埋土の ドは近•IIt翡It

作：l：：と考えられる上屈で．古代の追物包含附や辿柑j.i(liに

は達しなかった．

6. （黒斐南）黒俊南C2仮設校舎取設工事（機械

その2) に伴う立会調査 (1613)

く調査期間＞

2017年1月18「|

く調査面積＞

623.0面 (4.07ni) 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要・結果＞

本工事は．仮設校舎建設予定地内および）2ij辺に．排水

笠を敷設するJ旦liである．ただし．仮設校舎建設予定地

内は．先に実施した同工事 （機械その 1)における試掘

で状況が把据できているため，この範囲から外れる箇所

において試掘 • }［会を実施した ① ・②調在地点は．仮

設校舎建設予定地から外れ盛り土もないため．掘削の起

、点と なる GLが低く．また掘削深｝文が最も深いため． こ

の2箇所とした．

①調査地点作業風蛋（東より）

写真44 ①調査地点掘削状況 （南より）

第II芸調査の記録
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写真45 ②調査地点作業風景（北西より）
ヽ
／ 
//‘ 、4、、
‘“'＜≪ 
：名f
、~;.,~; I 
.rrr 
.,. _.,, I I 

写真46 ②調査地点掘削状況（南より

①調査地点は．既設枡に排水岱をつなぐ管路である．

l.] X 1.9mの範1)りを地表 F0.8111まで掘j'jljした．埋土内

で．辿構 ・辿物の検出はない．0.8mの深さの土坑は．

砂府であった． IIt.｛和28年の洪水時のものである可能性が

帥し‘•

②調査地点も．既設枡に排水管をつなぐ管路である．

Ll X l.8111の範1)11を，地表下］．2111まで1):11削した．ここで

もやはり砂陪を検出した．辿構・辿物の検出はない．

7. （黒髪）黒艇南 C2改築に伴う仮設校舎設置等

工事（電気その2)に伴う立会調査 (1614)

く調査期間＞

2017:ィF1)1L 8 1:l 

く調査面積＞

'15.8面 (4面）

く調査員＞

）＜坪志子．

く調査概要・ 結果＞

本工事ば焦嬰南地区駐車楊に建設中の仮設校舎に地

気配線をつなぐ工事である．予定地の北東隅において．

共同溝から遁気配線を引き．浙設のキューピクルを通し

第n立 調査の記録

て校舎につなげるものである．

共同溝の取り出し f定箇所を掘削し．そのまま西へ J:

定管路を掘削すると共同溝の上で立会の必要はなかっ

たまたキュービクル設置l)：況と．校舎への配線状況

を業者に確認したところ．ほぼ掘削の必要がなく．必要

な箇所も．機械設備 l：事によ って既に確泌済みの深さで

あることが判明した． 9|北重に」．．事を行うよう指麻し．立

会を終了した

写真47 共同溝上掘削状況（西より）

8. （黒艇南）台風15号に伴う被害樹木除根業務

に伴う立会調査 (1621)

く調査期問＞

2017!iJ: 1 J=J 30~31 l:I 

く調査面稲＞

41.75面 (39.66対）

く調査員＞

大坪志子

く調査概要・結果＞

平成27年の台風策15号によって倒木の被害を受けた樹

木を撤去する業務である．黒嬰南地区では 7箇所で撤

去作業をおこなった．

①調ft地点は国指定重要文化財の工学部？資料館の西

側歩道に植栽されていたものでマキの 1本を撤去する

ものである．

花取のように縁石で囲われている中で．縁石上縁から

深さ0.6~0.7rnの掘削をおこなった．歩逍に位・ii11'.するた

め掘削開始レベルが周囲よりi'，：:j< ． 通‘ii\•GLとする追路

而からは0.4mの掘j'j lj である ． J距l•：内でおさまった， 辿

梢．辿物の検出はない．

②調介地点は． L．．学部1号館南側．西端近くに位附す

る．ヤマモモの切り株の）iillJt|0.8X0.7mを0.15mほどす

き収り．重機で引き倒して撤去した．埋土内である．



写真48 ①調査地点作業風景 （南より）

9̀、、

写真49 ①調査地点撤去状況（南より）

③調杏地点は，工学部2サ館束側にある中庭に位骰し．

マ知本の切り株を撤去するものである．樹木の周圃を

前径約3111の円形に．深さ l111ほど掘削し．根をカット

しながら引き上げた． j11!・--I：内でおさまった．

写真50 ③調査地点樹根撒去状況（北東より）

④調査地点は．共同製l器ぽ．の南側に位ii/1,し． カイヅカ

イプキ 7本を撤去するものである．

いずれも．周囲を0.15~0.2mほどすき取り．重機で引

き倒して撤去した．埋土内でおさまった．

19 

写真51 ④調査地点撒去状況（西より）

⑤，祉＇，jイt息．Iiは．④調壺地、1.¥の3mほど南に位附する．

樹木の周illJl.8X 2.0mの範圃を．深 さ0.5mまで掘削し．

爪機で引き倒 し． ワイヤーで吊って撤去した．J-Jll土内で

おさまった

R潤ft地］．’iは，研究実験棟の北側の棟の東側である．
樹木の周圃2.0x2.0mの範l}tiを0.lmほどすき収り．巫機

で引き例し．ワイヤーで吊ってi（如した．j!l!土内でおさ

まった

写真52 ⑥調査地点作業風景（北より）

写真53 ⑥調査地点撤去状況（北より）
、J
, r 
j 

第II章調査の記録
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⑦調杏地点は， ⑥調究地点の削．南側の実験棟の東側

である． ⑥調壺地点と同様に．樹木の周皿2.0x2.0mの

範囲をO.lmほどすき取り ，煎機で引き倒し． ワイヤー

で吊って撤去 した．埋上内でおさまった．

本立会での．辿構・辿物の検出はない．

9. （黒髪南）理学部圃場樹木切り株撤去工事

(1625) 

く調査期間＞

2017!.j:: 2月7・8日

く調査面租＞

56.0ni (29.03nl) 

く調査員＞

吉留広．

く調査概要・結果＞

珊学部圃場内で1旅吾となっていたエノキの木 ・センダ

ンの木・雑木2本の切株撤去．並びに樹木撤去の際に作

菜の妨げとなるフェンス），騒礎4晶の撤去に伴う立会澗杏

である

エノキの地点では水~I".動物飼育舎の南東隅からフ ェ

ンスに沿って北東側に33.5m離れた所を中心に北東一

南西庫IIIを長庫川に6.0x3.8mのmF1J形の範囲を， 地表7‘.o.8

~l.2m まで掘削した．全体的にガラス等を含む現代J~ll

士であったが北側に一部褐色砂岩／粋を検出した． ＇ki'iィt

の結栄褐色硬質砂陪にいびつな形で黒褐色土の範圃を

検出したがこれは辿構ではなく樹痕であると判断し

た．

工ノキの西側にあった雑木の地点では， 1.0x I.Omの

範llt1を地表下O.lmまで掘削したが現代埋土内におさ

まったエノキの地点のT¥i西側にフェンスと一体化して

いた雑木は．フェンス撤去時に一緒に抜けてしまったと

報街を受けた．

エノキの地点は地表 i:l.2mまでは現代刑上に削‘IL

写真54 No.①作業風景（南東より）
：テ 『一—

,~ ― ・イ

第1I章調査の記録

されている状況を見ると，辿物包含／罰への影秤はなかっ

たと判断した．

センダンの地，1はは，水生動物飼育舎の南束隅からフェ

ンスに沿って北東{llllに26.8111の位ii1［し，2.8X3.0mの範

囲を半Pj状に地表下0.9mまで掘削した地山までは

到逹せず， 現代J』げ．内におさまったフェンス基礎4基

はそのまま抜き取り，掘削は行わなかった．辿物包含／屑

には影牌はなかった．

全ての地点において辿椛．．辿物の検出はなかった．

写真55 No①掘削状況 （南東より）
u 

写真56 No．①土阿断面（南より）

写真57 No．④掘削状況（南東よ り）
\r — .. 
,,,.,..,,ク．



10. （黒斐南） コンプレッサー保管庫設置に伴う

立会調査 (1634)

く調査期間＞

2017:イ1: -3月14日

く調査面租＞

12.28rri (IO.I n-i) 

く調査員＞

吉留広．

く調査概要 ・結果＞

共）Il棟患嬰3の南東隅にコンプレ ッサーと保管／9liを設

骰する工事に伴う立会調究である．

南側ではコンプレッサーを支える基礎部分．東側では

保管／9ドを支える基礎部分の 2箇所を掘i’illした．

コンプレッサーの設iiIt箇所では．1.0x I.Omの範皿を

地表 1‘.o.］0mまで掘j'jljした．保行）iliの設骰箇所では4.65

X 2.15111の範囲を地表 l‘―0.15mまで掘削した． 2箇所と

も礫や111砂を多く含む現代埋土内におさま り．辿物包含

陪への影押はなかった ．辿構 ・迫物の検出はなかった．

写真58 作業風景（南東より）

写真59 南側箇所掘削状況（南より）

21 

写真60 東側箇所掘削状況 （北東より）

第II章調査の記録
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II -3 本荘北地区 （図5参照）

1. （本荘北）臨床研究棟新営電気設備工事に伴う

立会調査 (1502)

く調査期間＞

2016,:_f 11 J J 4 II 

く調査面和＞

12.54面

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 広．

く調査概要 ・結果＞

本工事は． 111：年）文より継続して実施している． l~:fil却く 1i）|：

究棟新営にかかわる屯気T．事である．建設中の研究棟の

北東に位iiItする階段の南部から．東に電気配線を行い．

その先に外）．1を設悩するものである．

階段側から．輻0.6m. 深さ0.6m前後で掘削をおこ

なった配線部では．5箇所で鉗l狩が検出されたが．こ

れらの上・ ドを辿して配線をおこなう ように1)iIli'illした．

いずれも． JllヒI：内である．外灯部の掘削では．西側に水
逍管 （iじ気ケープルか ？）が検出され．東側ではヒュー

ム腔が検出されたため．その間で虹径0.6mのJ，騎礎川ス

パイラルが埋設できる範囲を確保して掘削をおこなった．

地表下0.45mまでは埋土であり ．その下は1厄さ0.25~0.3

mの砂府 その ドは0.25~0.3mの（沙質—|·: )M. その ドは（沙

妍となっていたいずれも河川堆秘物と考えられる．土

師器片と磁器片が数点含まれていた．底部で やや東に

振れる南北方向に．砂と砂質上）I、1の境界線が確認できた．

溝の可能1•生が考えられる ． 掘 j'jlj はこの」潅iiまでであっ た

ので．立会を終了した．

写真61 配線西半掘削状況 （南西より）

第Il章 調査の記録

写真62 配線東半掘削状況（南西より）

外灯基礎部溝状迫構？検出状況 （南西より）

2.（本荘北）台風15号に伴う被害樹木除根業務

に伴う立会調査 (1618)

く調査期間＞

2017．イド 」月23日

く調査面積＞

19.50ni (2.25111) 

く調査員＞

)⑪平志子．

く調査概要 ・結果＞

本i・¥：北地区の西l"l)協に植栽されていた2本の大木の樹

根 (G辺）調壺地点）と．第一立体既車楊の南側に位1位す
る敷地炭界の壁沿いの並木のうち． 1本 （③調在地点）

の除根作棠をおこなった．

譴 調査地点ともに，樹根の周圃を掘j'jl]しながら．根

を切断していき．i立後は並機で引き倒して撤よした植

栽されている緑地僻は．l,1il|Jliのアスフ ァル ト而より0.2

mほど閻く ．ともに0.2111~0.3111の掘削で 埋上内にお

さまった 辿梢．辿物の検出はない

@），狐l1t地点も．屯機で'}|っ張ると簡単に倒れ．そのま

ま撤去した．且I!.上内であり追梢 ．辿物の検出はない．
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写真64 ①調査地点作業風景 （南東より）

写真65 ①調査地点作業風景（南東より）

-~ 

写真66 ①調査地点撤去状況（南東より）

写真67 ②調査地点撒去状況（西より）

第II章 調査の記録

写真68 ③調査地点作業風景（西より）

写真69 ③調査地点撤去状況 （西より）

3. （医病）基幹 ・環境整備 （旧管理棟等支障配線

替） 工事に伴う立会調査 (1624)

く調査期間＞

2017，，ト2月6日～16日

く調査面積＞

220.5n-i 

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本工事は． 医学部附屈病院にある， 1111脊埋棟を撤去す

る］廿lijのl|lで，支齢となる軍線の配線替をするものであ

る，第一立1本駐車場付近をA地点．中央診根棟と山崎記
念館の間 を C地点 ( B地点は工事l|—IJI・.)とした，

A J應1\．では最初にハン ドホール設•ii梵個所から掘削 し

た．2.4X 2.1 mの範囲を地表下0.7111まで」削削したとこ ろ

で地山の上に似た土1習を検出した地111よりは砂質に

近く ．小さな小石などの混入物もあり ，水路中や洪水等

による地山土の二次堆和と判断した．撹乱等が東側のみ

であ っ たため． •l襄重に0.1~0.2m掘i]IIした すると．古

代の辿物包含府を検出した．投乱がなく辿存状態が良い

ため，辿物包含陪を除去するにもある程炭の時間を1災し，



また逍構而に追梢が存在する II［能性も翡い状況であった．

工事担当者と業者との協議でハンドホールを設憐しない

方針をとった．

この枡部分から．東側ヘイl|lばし立休駐．1|i楊とつなぐ

ルート．

ルートは．

および北へ伸ばし既設のハンドホールにつなぐ

ともに地表下0.7111の札l!i'illですべて埋土内

追物包含／曽や辿物の検出はない．におさまった

C地点では． 中央診療棟の地下ピットから西にある既

写真70 A地点L字東西横断部東半作業風景 （西より）

写真7 A地点枡部分包含尼検出状況（南より

r-

写真72 A地点南北部（南半）掘削状況（北より）
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設枡に接続し． さらに西へ伸ばして1fjへ11J1がり．山崎記

念館の1村端付近で束に,11,がり ．東11ll)駐I論楊にある枡へつ

なぐJAi-をおこなった．

地 1‘・ピットとの接続部は既設竹のT.ijiIlかに作ったと

考えられるコンクリー ト塊と地 1ヽ・ピット との辿結法によ

る彩評で． l:1しより深く l.43mi)』削した． ここには既設

竹も複数通っており ．既設竹の I．．を通すことにしたため．

埋蔵文化財への影牌は令くない

このほかの箇所についても．3か）り「において試掘を行

い．地表下0.7mの11』削では辿物但含101や辿物の検出は

ないことを確認した．

写真73 C地点試掘②作業風景（南より）

写真74 C地点枡部分東壁（西より）

ヽ

写真75 C地点試掘③掘削状況（南より）
ー・ヽ•一

第II幸 調査の記録
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4. （医病）枯木樹木伐根業務に伴う立会調査

(1626) 

く調査期間＞

2017イド2月10 11 

く調査面栢＞

7.10面

く調査員＞

占f{{ ｝公．

く調査概要 ・結果＞

平成25年度に．医学総合研究棟の南側に移梢した樹木

が． 立ち枯れをおこしたこの樹木を撤去する業務に伴

い．I'［会池崎をおこなった．

阪学総合研究棟の南東隅から西側に5.0rn.枠j11llに7.9

mの位i性を中心に直径3.0rnのインターロ ッキングプ

ロックとその中に設附してあるサークルベンチを外し．

樹木の周間を地表下l.4mまで掘削した． iiij回の移植の

際に掘i'iIl した範囲内で樹木を伐根できたため． JII!•蔵文化

財への影押はなかった．辿梢 ・辿物の検出はなかった．

写真76 作業風最（南西より）

写真77 掘削状況（東より）

第11型調査の記録

5. （医病）木工室他給水管盛替工事 (1631)

く調査期間＞

2017年3月2日

く調査面栢＞

7.00 ni (5.1 rri) 

く調査員＞

吉留 ）公．

く調査概要・結果＞

木」之主北側の道路に，東洒軸でj!Il設されている給水岱

から．木J-．宰に盛替する工事に伴う立会調杏である．掘

j'jlj範間の翡国は．路而よりも道路際の縁石で0.LOm高く

なり ．縁石から木工至にかけて0.l0mほど徐々に尚<

なっている．木工室の北側を，南北軸で逍路から縁石ま

での2.00111.縁石から木工室までの3.10mを111晶］．00111の

範囲で路而からの深さ0.80~0.30mで掘削した．

路面i部分を北側から掘削すると．路I(Iiからの深さ0.50

mで一部辿物包含陪と思われる土）洞を検出した． この高

さで梢壺したところ．北端から0.80mまでは山砂，0.80

~0.90mまでが追物包含層，0.90~2.00mまでは遣線笠

のjII!•上となっていた．山砂を除去すると路面からの深さ

0.60~0.SOmのところで北側から0.20mの位附に給水笠

0.60mの位附にガス箭を検出した． I」|砂の掘方の南側壁

に一部残っていた辿物包含附を確認すると．路「(liからの

深さ0.40~0.55mまではにぶいf1'{褐色土， 0.55~0.65111ま

では灰黄褐色土． 0.65~0.SOmまでは駐褐色土 となって

いた．盛料I~．事は氾線箭の掘方を利）I J し．遥線符の下を

辿す予定であったため． 一部残っていた辿物包含／i1を一

枚ずつ掘削していったが辿構は検出されなかったこ

こで軍線符の掘方に盛替工事のできるスペースがあるか

確認したところ．這線管は数十本が束になって埋設され

ていたそのため管と掘方には隙間がなく．また管下に

は辿物但含／約が残っている状態であっ たことから ． 竹」••

に配/i芽する方法に変更した．縁石から木工寮にかけては

批乱の影粋を受けておらず．辿物/L!L含府は非‘常に保存状

態が良かった．縁石から木工室までの—t}i,1 の状況は． ア

スファル トの高さまでが砕石と なっており ．路1(1iから

O..LOmまでが現代埋土． 0.10~0.20mまでが1|｛｛和28年の

白川洪水I¥，'I.0.20~0.40111までは第2次ll界大戦IIが期の

ものと息われる焼土府となっていた． iじ線竹から木」遥i

にかけて深さが0.50mから0.30111になるように掘削した．

逍構は検出されなかったが黒褐色土｝けより」こtili器片

を 2 、1~(検出 した ．



写真78 作業風景 （北西より）

写真79 掘削状況（北より）

写真80 土腔断面 （北東よ り）
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II -4  本荘中地区 （図6参照）

1. （本荘中・南）台風15号に伴う被害樹木除根

業務に伴う立会調査 (1619)

く調査期間＞

20171ド」月23~24[I 

く調査面稲＞

8.05対 (0.3511{)

く調査員＞

大坪志子．

く調査概要 ・結果＞

本工事は，平成27年に九州に上陸した台風第15号によ

り倒木被店を受けた樹木の撤去作業である．

本荘中地区では．発生l辰学研究所の南側に位・i在する緑

地幣に柑直されていた樹木 l本（①調杏地点），生命質

源研究 ・文援センター，動物斑源開発研究所施設本館の

西側の緑地俯に植栽されていた1本 （②調査地点）の撒

去をおこなった．

①袖崎地，点では，樹根はほぼ露出した状態で倒れてい

たこれを電機で起こして撤去し．1）il！削を伴わなかった．

写真81 ①調査地点作業風景（南より）

写真82 ①調査地点樹根撤去状況 （西より）

第II章調査の記録
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②調究地点では．周囲をO..lm程度すき取ったのちに，

倒れた樹根を起こして撤去した．

ともに，辿梢 ・辿物は検出されなかった．

写真83 ②調査地点作業風暴（南より）
つ・――.／ • < ゞ

写真84 ②調査地点樹根撒去状況（西より）

2 （本荘中）本荘中5災害復旧工事に伴う立会調査

(1633) 

く調査期間＞

20171ド3月14H 

く調査面栢＞

271.0111 (0.5面）

く調査員＞

大坪志子

く調査概要 ・結果＞

本工事は．熊本地震により．発生医学研究センター周

囲の破損 ・変形した配管や枡．表陪を補修する工事であ

る． 当初は．建物周囲の枡17個についても修繕が必要と

されたが．梢介の結果建物北西の配管と 11111溝のみ．掘

削を伴うエ-1.Jiとなった．

枡と枡のIlil．約 1m,幅0.5111を地表下0.6mまで掘削

した．塩化ピニールの箭は破机しておらず下方にたわ

んでいる状態であった．このため．管の下に砂を詰め変

第Il章調査の記録

形を修正し埋め戻すことにした． この深さは既往調奔で

はj且上内であり． また本管工事の掘方内におさま った．

側溝はこれよりも浅い掘削であるため． •I具重に作業を進

めるように指祁し． ＼＇i.ち合いを終えた．

写真85 作業風景（南より）

写真86 掘削状況（南東より）
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図6 本荘中・南地区における調査地点配置図 (1/2000) 
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Il-5 本荘南地区 (|叉|6参照）

1. （本荘中・南）台風15号に伴う被害樹木除根

業務に伴う立会調査 (1619)

く調査期間＞

2017:'rf'. 1月23~24日

く調査面租＞

8.05吋 (3.2面）

く調査員＞

大坪志子．

＜査概要 ・結果＞

本上事は．平成27年の台風第15号による倒木被；年をう

けた樹木撤去 1：事である． 4嘩南地区では、北西の敷地

入口を人って右にある．フェンス沿いの l`本（③調壺地

、点）を撤去した．

重機で）？―il|Jtlを浅くすき取ったのちに．樹根を1）1き抜い

た． 0.5m程度の窪みができた． J！ll土内であり．辿梢 ・

追物の検／111はない．

写真87 ③調査地点作業風景（北より）
匹•か
,9如

写真88 調査地点樹根撤去状況（北より）

第II菜調査の記録

2 （本荘南）本荘南 1等給水設備改修工事に伴う

立会調査 (1628)

く調査期間＞

2015iド2J-Jl5~3月l11 

く調査面栢＞

1015.8面

く調査員＞

大坪志子 ・古留 広．

く調査概要 ・結果＞

給水箭を新しく敷設する 1：事である．敷地西側にある

受水柏から接続 ・掘削し，敷地束側の既設岱に接続する

|：事である．

全体的に111,i¥0.6m.地表1‘.0.5mの掘削で部分的に0.6

mまで掘削した箇所がある．この深さまでは砕石や埋土

であった． i11i分的には．地山の士に似た褐色の砂質土附

が検出されたがこの土）杓も洪水などの二次的な災因に

よる堆利't}曽とみられ．今阿の掘削では、辿物包含｝員や地

山には達しなかった．

敷地の東側では．配管とメーターを設i荏するエ ！Ji• も 含

み． 既設行が深く．地表7‘•1.5m程炭の掘j'jlj をおこなった ．

ここでは地表下0.6~1.3mまでが黄色～褐色の(i少質土で

あったこれらも， 二次的なJ.ii糸'i)1,91と考えられる．祁分

的にこの土Ii,1の上に水川の床土のような／火色の粘土

質府が堆梢している．

敷地辿仰lのポンプ室北側に位ii'/:する，受水朴i北側の掘

削 (Q.5X 0.25111)では．深 さ0.33111まですべて砕石で

あった．

本工事によるil』削で，辿物但含/1'1や辿構而，追物の検

出 はなし‘•

写真89 体育館東側ポンプ室横作業風景 （北西より）
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写真90 体育館東側ボンプ室横掘削状況 （西より）

写真91 体育館東側ポンプ室横掘削状況（南より）

写真94 保健学科E棟南側地点 （東半）掘削状況 （東より）

ー 了苔壼見て~tr.I~胃

羞
写真95 東部メ ーター設四箇所掘削状況（南より）

写真92 体育館東側地点掘削状況 （北より）

写真93 体育館南側地点掘削状況（北より）

第II翠調査の記録
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II -6 大江地区（薬学部） （図7参照）

1.（大江）台風15号に伴う被害樹木除根業務に

伴う立会調査 (1615)

く調査期間＞

201711:. l H 18「I

く調査面租＞

96.25ni (3ni) 

く調査員＞

吉留広．

く調査概要 ・結果＞

本調究は，平成27年台風第15号の影聘で， 倒木の被古

にあった樹木の除根業務に伴う立会調壺である．本地点

は共同実験棟と民家の間に位ii1,'する．

共同実験棟の北西隅から康側に9.00m.北側に7.00m

の位;;1,'を， 2.00X l.5Qmの範囲で地表下0.15mまで掘削

した現代埋上内におさまったため，辿物包含陪への影

評はなかった．

辿構 ・辿物の検II¥はなかった．

写真96 作業風景（北西より）

写真97 掘削状況 （南西より）

第Il翠調査の記録

2 （大江南）薬草園給水管修理工事に伴う立会調

査 (1629)

く調査期間＞

2017年2月28H

く調査面栢＞

2.0ni 

く調査員＞

-ccl-:J'..JJ 
に1111)ム．

く調査概要・結果＞

本調在は．本学白山宿舎3号の南側にある十字路の．

東洒方向の通路南側に敷設してある給水管に，漏水が疑

われ．それを確認 ・修理する1：事に伴 う立会調査であ

る．

漏水箇所は十字路の交沿点から西側に6.40mの位置と

拙定されたこの位間を幅1.00xl.OOmの範囲で地表下

0.55mまで掘i'illしたところ．北側で1llhi0.］0mの規色の地

山を検出した地111は拙削せずに給水行の掘方のみを掘

削した．給水行は地衷 ド0.77m程で硲出させたが掘削

範囲内で漏水箇所は確認されなかった．

そこで掘i'i1J中に水が流れ出てきた西側への拡張が必要

となったそのため熊本市教脊委員会文化振興課に．西

写真98 作業風景 （南東より）

写真99 掘削状況（東より）
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図7 大江地区（薬学部）における調査地点配四図（1/2000) 
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側へl.OOxl.OOmの範囲を拡張する許可を得て掘i'illをお

こなった．掘削範囲は合わせて2.00xl.OOrnとなった．拡

張部を掘削すると．東端から1.30mの位低で漏水箇所を

確認した．給水管の直下は黒色士の地山となっていた．

工事には若干のスペースが必要であったため地ll」を掘削

する必要があったそこで掘方埋土を除去し地111で辿構

検出を行ったが辿梢は検出されなかった地山を0.03

m掘削し． •最終的な深さは地表下0.80m とな っ た．

辿物の検出はなかった ．

写真100 土屈断面（南よ り）

（大江北）薬用植物園北側樹木移植業務に伴う

立会調査 (1635)

く調査期間＞

20171f. 3)922 Fl 

く調査面栢＞

15.25 ni (5.J3 ni) 

く調査員＞

占留 ｝ぶ．

く調査概要 ・結果＞

本調究は．機械分析施設の東側にあるアンズの木を．

北側の追を挟んで反対11lllの薬）fl植物園に移植する業務に

伴う立会調究である．

まず移植先の掘削をおこなった．束l"Jから直に'15.0m

の位it̀tを削径1.3111の範間で地表下0.5mまで掘削し

た．容1：内におさまり．辿構 ・辿物の検11-',はなかった．

次に移植元の掘削を行った，束1"]から南西に45111の位

ii','を直径2.2mの範IJりで 地表下0.8111まで掘削した．hl!

削は礫 ・ガラス ・レンガを含む批乱且l!」：内におさま っ

た．辿構 ・辿物の検出はなかった，

3. 

第II迂 調査の記録
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写真101 調査区近景（北より）

写真102 移植先掘削状況 （西より）

写真103 移植元作業状況（東よ り）

写真104 移植元掘削状況 （東より）

第II章調査の記録

II -7 京町地区 （図8参照）

1. （京町）教育学部附属小学校仮設校舎取設工事

に伴う立会調査 (1610)

く調査期間＞

2016i[.'.12月16・ 27日． 2017年2月1H 

く調査面稽＞

416.1面 (14.36面）

く調査員＞

大坪志子 ・吉留 ）公

く調査概要 ・結果＞

本工事は．本学教育学部附屈小学校校舎A棟北側に仮

設校舎を建設する工事．および仮設校舎の排水箭，ガス

箭を設附する工事である

仮設校舎の基礎部分のり』削については試枷！地、1ばを 5

箇所設定した．

附屈小学校校舎A棟北側に位憐する．仮設校舎1では．

北西部（図中 「仮試掘①」） と西部 （同②）試掘地点の

2箇所の試掘をおこなった． ①試掘地、点はII」1以社で，化
坂の縁石」：．而を設計GLとした．ここでは．l.8X 0.8m 

の範圃を0.25m掘削した．埋十．内であった．

写真105 ①試掘地点作業風景（西よ り）

写真106 ① トレンチ掘削状況 （南より）
Iヽ/
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図8 京町地区における調査地点配既図 (1/2000) 
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この地、1的で設定したGLをもとに ②試掘地、点を掘削

この地、1,',(ではO.lm程）文の掘削であった．埋七したが

内である．

附屈小学校多日的ホール北側に位附する．仮設校舎2

の東側を③試掘地点とした． l．0xo.9mの範Ill!を，地表

下0.25mまで掘削した地山 （辿梢而）の土が滉入した

土府を確認した．周辺は一度．地山まで掘削し，整地し

たようであるこれ以上深く掘削しないように指麻した．

仮設校舎2の建設的辺地内にある遊具の撤去工事 （④

試掘地点）は，木製のポールに布廂II:をかけてを引き抜い

た．掘削を伴わずに完了した．

写真107 ③試掘地点作業風景 （南より）
, 

写真108 ③ トレンチ掘削状況（南より）

写真109 ④試掘地点遊具2撒去作業風景（南より）

第1I章 調査の記録
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写真110 ④試掘地点遊具2撤去状況（南より）

附屈小学校校舎B棟北側に位悩する仮設校舎 3では，

束側を⑤試掘地、1•Li として． 0.9XQ.9m の範囲を0.3m掘削

した．敷いている砂利と地山の混土府が検出され．その

ドは地山である．また，西側も同様のIf1を検出した．既

往の調杏でも．周辺は地111（逍構而）の検出レベルが浅

いことが判明している．このため，砂利と地III土の混土

)iりまでの非礎掘i'illの深さは0.2mとすることを工事担当

者および施工者で確認した．本地点での辿構 ・辿物の検

1，1 1はな1,,ヽ．

写真111 ⑤試掘地点作業風景（南より）

写真112 ⑤試掘地点掘削状況 （東よ り）

第JI迂詢査の記録

機械設備工事 （ガス符や排水行）は当初別途93条l

瑣の提出をしていたが本件では合わせて調1t番号を付

して施工した

教育学部附屈小学校校舎A棟の北側に建設する，仮設

校舎 1 の排水竹を新設する工事である． •最初に排水の，

•最もり』削深度が深い西側と南側中央所の 2 箇所の掘i'ilj に

立会ったその後追加部分とガス竹設iiIt箇所について，

i［会油',j森を実施した．

曲側の地点は休育館の南西隅より南側にl3.55m. 束

illllに2.00m離れた地点を，10.50X 0.60mの範圃で地表下

0.70~0.75mまで掘削した （図中 「排①」）．掘削祁分は

レンガ片 ・砕石を含む撹乱狸土内におさまったが，北側

から1.2mの位i在では地表下0.7mで1陪褐色粘質土の地

山が一部検出された．逍梢は検出されなかったが，樅乱

Jll! |：内から弥生土器を訟，'X検出した．

1H側中央の地点は． litJ• I属小学校の北 l1り 1!1月から束に7.55

m，北側に3.0mの地点をQ.6X l.5 mの範lJりで地表下0.5

mまで掘削した （同②）．すべて現代且l！七内におさま っ

ており逍物包含／晋への影郭はなかった．

本地点での辿物 ・辿梢の検出はなかった．

写真113 西側地点（建物内）作業風最（南東より）

写真114 西側地点（建物内）掘削状況 （北より）



写真115 西側地点（建物外）掘削状況（北より）

写真116 南側中央地点掘削状況（西より）

__ :j 

仮設校舎lの北側の排水竹工事では (|IIl③)．東西竹

路の西窃地、1!．I：を1.0X 0.7111の範lilで0.5111の深さを掘i'illし

た．盛土をおこなった地点であるため．アスファ ルト而

からすると地表下0.25111程度の札i!J'jljである．jりし1：内で

埋蔵文化財には影押はないと判断した．

写真117 仮設校舎1北側排水管掘削状況 （北より）

J ; 
I: 

仮設校舎2IY-l西部の排水竹」旦liでは （同①）．仮設校

舎2と多目的ホールをつなぐ符路で既設建物である多

日(l(Jホールの掘方を避けた地点を掘削した．給食室の北

西隅から北に1.9mの地点を1.0X 0.7m. 深さ0.5mを掘削

37 

した この結呆．辿物包含屈iと地山上の混上｝i1を検出し

た．北側の仮設校舎2付近の基礎工事における試掘にお

いても同様のili土陪が検出されており． ー1i}は一度地

11」まで削平が及んでいると考えられるが．その深さや辿

構の残り具合の詳細は不明である．本地点においては．

これ以上の掘削をさけ． •I真重に施工する こ とを確認した．

写真118 仮設校舎2南西部排水管掘削状況 （南より）

配管⑦仮設校舎1南西部では （図中 「ガ①」）．仮設校

舎の西壁沿いに．南西隅から3.5m付近を掘削し．既設

のガス箭を発見した 1.0x o.6m．地表下0.9mまで掘削

したが j』!•土内であった ここから分岐を行い地」没搾

II'1して配符するため，これ以上の配箭のための掘i'illは必

要ないことを確認した．

写真119 仮設校舎 1南西部ガス管検出状況（南より）

配管⑦仮設校舎l北四部でも．既設ガス符を探すため

の掘削をおこなった （同②），0.6x0.85m.深さ0.4mの

範間を掘削した．箭の埋設土を除くと一部で辿物但含I¥¥1

か検出された東側に隣接する旧給食センター付近では．

非常に浅いレベルで辿物但含／屑や辿構而 （地111)が検出

されており．この辿物包含／i1はプラ イマリーである II［能

性があるそのため．これ以上の掘削を行わず．分岐を

するよう指甜して，立会調壺を終了した，

第1I章 調査の記録
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写真120 仮設校舎1北西部ガス管検出作業風景（西より）

写真121 仮設校舎1北西部ガス管検出状況（北より）

2 （京町）台風15号に伴う被害樹木除根業務に

伴う立会調査 (1620)

く調査期間＞

2 0 l 7 ・イ1:． l月261]

く調査面梢＞

10.25吋 (2.14面）

く調査員＞

大坪詞••

く調査概要・結果＞

本学教脊学部附屈小 ・中学校が所在する京Ill［地区の2

箇所で，平成27年の台風第15号による被杏樹木の撤去を

おこなった

中学校のプー ルの南西隅に位骰する地、1・＇i（①調壺地

!，'i）では．），’il囲を10cmほどすき取ったのちに倒れた木

の切り株を巫機で起こした．これだけで撤去が可能で

あった り』削は行っておらず．辿梢 ．逍物に検出はない

中学校休脊館の東側にある．ボイ ラー宰北1lll（②調杏

地，1.'.()では．切 り株の周囲を掘削して樹根を切li!!i・.Wf.1本

しながら撤去をおこなった．掘削は0.2m程炭で．逍構 ・

追物の検出はない．

第Il章 調査の記録

写真122 ①調査地点樹根撤去作業 （東より）

写真123 ①調査地点撤去状況（東より）

写真124 ②調査地点作業風景（東より）



3. （京町）教育学部附属小学校仮設校舎取設に伴

う支障配管替え工事に伴う立会調査 (1623)

く調査期間＞

20J 7年2J J L LI 

く調査面租＞

62.3n-f (0.8n-f) 

＜調査員＞

大坪志—j’·,

く調査概要・結果＞

本 1：事は．仮設校舎に給水笠をつなぐ:-.L事である．近

辺を通る既設の給水狩を探し．そこから新たに給水筋を

分岐するためのJ-•• _9 liである，

当初．仮設校舎四側の追路付近を通っていると想定さ

れていた既設の給水/i芍が，仮設校舎の下を迎っているこ

とが判明し．仮設校舎 Lの南洒隅をl.QX 0.8111の範囲を

掘削した地表下約0.7mで給水管を検出し．分岐作業

を考磁して地表 ド約1.0mまで掘削した．狸土内であり．

辿梢 ． 辿物の検出はなし‘ •

写真126 作業風景（南西より）

写真127 水造管検出状況（南より）
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II -8  新南部地区 （図9参照）

1. （新南部）台風15号に伴う被害樹木除根業務

に伴う立会調査 (1616)

く調査期間＞

201.7介:.1) l l 9 1 i 

く調査面栢＞

32.5 nf (29.12州）

く調査員＞

)< t・，1 ；.、し・;了・.

く調査概要 ・結果＞

本学教脊学部11（す）成妍南部農場敷地内の樹木で平成27

年の台風第15りによ って被‘毒を受けた樹木の除根作業を

おこなった．

敷地の北西iilふ ‘I;•地 と畑地との境界に沿って植栽され

ていた4本が対象である．樹木①③①は．切株が小さく．

周間を浅く掘削して •Tl：機のバケットで引 き倒し．そのま

ま引き抜いた．樹木②は．切り株が大きく．根も大きく．

広</ifl|JtIに張っていたため．周間を掘削しながら根を切

断してり1き抜いた．

掘削は0.2~0.7mの深さで．近枇～近代耕作土内であっ

た．樹木②の地点では除根後の窪みで古代の追物包含

Iけと考えられる焦色の上/11を確認した．今後．0.7m以

下の掘削には．注意が必災であることが判明した．

辿梢 ．辿物の検／1,1はない．

写真128 樹木③作業風景（東より）

第1I草調査の記録
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図9 新南部地区における調査地点配匹図 (1/2000) 
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写真129 樹木③作業風景 （南より）

総 ＿亨雰；

し1

写真131 樹木①樹根撒去状況 （南より

写真130 樹木②樹根撒去状況 （南西より）

;Z‘ 
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II -9 宇留毛地区 （図10参照）

1. （宇留毛）国際交流会館A・B棟北方中庭陥没

補修工事に伴う立会調査 (1602)

く調査期間＞

2016年9月13H

く調査面積＞

50面 (44.725n-i)

く調査員＞

山野ケン腸次郎・大坪志子．

く調査概要・結果＞

宇留毛地区に所在する国際交流会館A・B棟に1l11まれ

た中庭東側の地表面に生じた陥没の補修に係る工事の立

会を実施した．

2016年4月に発生した熊本地店の後国際交流会館の

中庭地表而に 3カ所の陥没が確認された本地点には現

在では使用されていない浄化柏が埋設されたままの状態

であり ．これが陥没の要因と想定された． まずは浄化槽

匝側の端を検出するために直機による掘削をおこなった

ところ， A棟の建物端から約2.5m北西方向．地表下0.35

写真132 調査地点全景（東より）

写真133 浄化槽の天井穴検出レベル（南西より）
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m程で浄化柏四側縁を検出できた． さらに北西に掘削を

延長したところ．浄化柏の天井面の一部が破壊され． 穴

が1.iflいていることが確認できた穴は幅1.2m程で北西

方向にイI|lびており．その中には山砂や砂利が充瑣され．

一部には砂を削りながら水が流れたような痕跡も確認で

きたこのことから．陥没の）原因は浄化柏内部の埋め戻

しの際知具した土の転圧が十分でなかったことに起因

する土砂の流出によると考えられた．

本状況を加味し．施設箭理課担当者と工事の施工方法

を打ち合わせたところ．浄化槽天井の穴の周囲30cm程を

壊し．コンクリ ートで固めて低をすることになった そ

こで．浄化槽にあけられた穴の位似を確認するために．

南北11.9m.東洒2.5111の範囲を掘削した．浄化梢の穴は

北端で途切れたが．北西側にも別の穴が並行して設けら

れていることが判明したため．北端で北西方向に5.5m

x2.5mの範囲を拡張掘削し，穴の範圃を明らかにした．

陥没箇所と浄化槽の天井穴の位i翌は対応しており．穴の

縁も検出できたため，これ以上の掘削の必要はなく ．立

会を終了した掘削は全て現代埋土内におさまり．埋蔵

文化財への影評や辿物 ・辿構の検出もなかった．

写真134 掘削作業風景（南西よ り）

写真135 掘削状況 （南西より）

第II草調査の記録



42 

図10 宇留毛地区における調査地点配四図 (1/2000) 
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2 （宇留毛）台風15号に伴う被害樹木除根業務

に伴う立会調査 (1617)

く調査期間＞

2017：：ド 1月23~27日

く調査面稲＞

106.5m (58.05ni) 

く調査員＞

大坪志子 ・古留 広．

写真136 No①作業風最（西より）

く調査概要・結果＞

平成27年台風第15号の影押で被祝を受けた樹木10本

の除根業務に伴う立会調査である．樹木にはNo.①～⑩と

番号を付し順に説明する．

No.①サクラは． 学生寄宿舎 ・国際交流会館の直側にあ

る門の北側に位骰する．2.5X2.5111の範囲を．地表下0.3

mまで掘削したがすべて現代J』!.l：内におさまった 一

部の根の周辺に黒褐色の土を確認したがこれは樹痕の

影郭と思われる．逍構は検出されなかったが現代埋土

内より弥生土器を 1点検出した．

写真137 No．①掘削状況 （西より）

第1I姦詞査の記録
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Nu②カシは．国際交流会館 E棟の北側に位iiItする． 2.3

x2.0mの桁円形の範囲を地表下0.4mまで掘削したが

埋土内におさまり辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真138 No．②掘削状況 （南東より）

地③カシワは．窃術舎男子B棟の南側に位附する．l．2

x L2mの範囲を．地表下0.2mまで掘削 したがすぺて

現代埋士内におさま った．根の周辺は黒褐色 1：となって

いたがこれは移植 された際の客土であると 息われ

辿構・辿物の検出はなかった．る

写真139 No③掘削状況（北東より

(¥.J:, 
ヽ· .、,•\]、 4'か葎'.•

9• 9 '•'..-... 

10.④クヌギは．岱'.1ii舎男子B棟の北側にある雑木林の

111に位ii梵する． 3.3X 3.J mの範1)l:Iを地表 1:0.6111まで掘）＇ill

した地表下0.2111までは｝I叩岱l；でそのドは條まじりの

ローム｝曽であった．辿構 ・辿物の検出はなかった．

写真140 No.④掘削状況 （北西より）

Nu⑤モモは．寄術舎女子寮棟の南側に位戦する． l．4

X l.7111の範間を地表下0.2111まで掘削したが埋土内

におさま った辿梢 ・辿物の検出はなかった．

No．⑤掘削状況 （南西より）

邸⑥サクラは寄宿舎男子A棟の北側の雑木林内にあ り．

北il!i)の東部を西に走る道路沿いに位悩する 3.QX J.5111 

の範圃を．地表 Fo.25mまで掘削したが撹乱埋土内に

おさまった．辿物 ・辿構の検出はなかった．

写真142

写真143

No．⑥掘削状況（西より）

l...— 

Nu⑦マテバシイは．寄術舎男子A棟の南側緑地に位附

する，切株の周囲2.0x1.5mを． O.lm程度すき取り，切

り株に重機のバケッ トを掛けて引き倒した残った根は

り1き抜いた．0.25~0.3mの窪地ができたが埋土内であ

り，辿構・辿物の検出はない，

No⑦掘削状況（東より）
．で1四 1i

第II章 調査の記録
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Na⑧マテパシイは． Na⑦の東側約15mに位附する，切

り株の周囲2.0X 2.0111を10cm程度すき取り，切り株に重

機のバケットを掛けて引き倒すとfiti単に崩れた根もほ

とんど残ってはいなかった もっとも深いところで0.25

mの窪地ができたが． JII!•土内であり ． 追構 ・ 辿物の検1, li

はなし‘・

写真144 No.⑧掘削状況（東より）

し＼l1

Nu⑨カシは，Na⑥の14m東側で．小硝術舎の出入り 口

の1川がり角付近で．怜ifl!IJに下る斜而に位骰する． 3.7x

3.4mのifiPJ形の範囲を地表下0.7111まで掘削した．掘

削範囲の北側から西側にかけて直径O.lm~0.4m大の

石を8.9知程検出した．向きや位ii:/:に規則性はなく斜而に

沿って 出 —|： したことから．こ れらの石は追梢ではなく ．

JiiれてJ』L七内に紛れ込んだものと思われる．辿梢 ・辿物

の検出はなかった．

写真145 No．⑨掘削状況（南東よ り）

No.⑩カシは．小硝術舎と寄宿舎男子A棟をつなぐ通路

の入り口から南棗に22.00mの所に位悩する．I直径3_40m

の1-Lj形の範皿を掘削した．根が太く既定の深さ1.50mで

は除根できなかったため．地表下1.30111の所で根を

チェーンソーでカッ トしている． 1.05mまで投乱埋土で．

以下のI曽は礫を含むローム10となっていた．辿構 ・追物

の検出はなかった．

第I[章調査の記録

写真146 No⑩掘削状況（北東より）

3. （宇留毛）環境整備（擁壁）災害復旧工事に伴

う立会調査 (1627)

く調査期問＞

2017イ1: 2月22・ 24 [I 

く調査面梢＞

157.15m 

く調査員＞

吉留 ｝公．

く調査概要 ・結果＞

熊本」也姦の影評で．小l~'f術舎 2 号棟の西側から南側に

かけての擁樅に（艇裂や膨れが生じ．崩落の可能性があっ

た そこで西側からWi11lllにかけての挑接の一部に高圧1,ft

射批拌工法による地盤改良をおこない．擁壁ブロックを

新たなものに積みなおす」又liと，南側擁聖にアンカーエ

法による枡鳴補強工事をおこなうこととなった．

小(['t1f冷 2号棟の南束側の斜面には宇留毛小碩橋際横

穴／作があり ‘l1該地点でも柚穴が検出される可能性があっ

た しかし．地盤が弱くなっているため調査でむやみに

掘削を行うとliり落の可能性及び地盤改良の工事に支1硲を

きたすFL［能性があった．

そこで事前に擁墜の上段と下段を対象に構造物ないし

窄洞がないか地下のレーダー探査をおこなうこととなっ

た レーダー探1tの結呆．地下に構造物や空洞は見受け

られなかったこのため擁槌上段は工事によ って生じる

掘削での十．府の確認や辿物の回収を主として立会っ

た．今同のこl?li・に伴い掘削が生じる作業として①～③の

工程があった．

-T.1品① ：西側擁隙の上段37箇所に，幅0.05mのロッド

の先端に装消したモニターでボー リングをおこないな

がら地中でj¥Jj)王ジェットによりセメントミルクを1収射し．

地盤との批判'i」も合により0.7111程の円柱状の改良体をつ

くり地盤改良する．



工程② ：亀裂や膨れが生じている擁敗プロックを晶礎

とともに撤去する．

丁．程③ ：地下の擁樅プロック ・），騒礎等の構造物を外し

た後下段を① と同様の方法で56箇所について地盤改良

をおこなう．

以下． ①～③の掘j'jlj結果を11|iiに説明する．

①高｝王哨射の際．吹き 卜.がってくる泥水に辿物の混入

がないかの確認であったがごく微：化の水しか吹き I・.

がっては米ず．辿物の検Il,Iはなかった．

②地盤改良をおこなった後 l・¥).|じM1ltl.Om. 北i虹ー「¥i

東軸6.0mの範囲を． iIII圧プ レーカーを搭載したバッ ク

ホーで 1以さ0.6mの擁破プロックを祈りながら撤よし

た．擁檄プロックの撤去後．」：：I杓断1f1iの確認をおこなっ

たが全而が媒込めの砕石となっており．包含1料・辿物

の検/I}はなかった．

地下の挑檄プロック関しては同範圃を1|I屈l.Omで深

さ地表下0.5mまでの枷削を伴った． 1}』削は擁壁l界にilf；.

行して埋設してあったFI:j水岱と擁隈のJ阻他の掘方j!|!.」：：11、J

におさまった．

③擁壁プロックを支えていた），韓礎部分を外し地盤改良

の工事に必要な範圃の掘j'jljをおこなうためltiJ範間を幅

写真147 作業風景（北より）

写真148 西側擁壁ブロ ック除去作業風娯（西より）
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3.0mで深さ地表下1.5mまで掘削した． この際． 擁槌l祭

に埋設してあった雨水管の除去もおこなった．擁壁際か

ら0.5mの輻の範囲は．擁壁の基礎部分の掘）］でIi作石が

敷かれてお り．既定の深さ地表下1.5mより さら に深く

なっていた．砕石より外側の2.5mはローム）fりをベース

に礫を多く含む崩れjill土であった． 一部擁壁のカープ付

近に三l]月状に橙色ローム）習の地山が残っていた地山

を詳しく調べたところ黒褐色土が入 り込んでいたがこ

れは辿構ではなく形状から矢板の抜取痕である と思われ

写真149 西側ブロック除去状況（西より）

写真150 南ー北軸下段掘削状況 （北よ り）

写真151 北西ー南東軸下段掘削状況 （北西より）

第n章調査の記録
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る地盤改良は掘削した部分からさらに深さ 4mにかけ

ておこなうが ① と1司様で辿物の確認はできない、1罰と．

辿物包含）名には彩押のない深炭に逹しているという、1・＇i．か

ら．調介はここで終了とした．辿構 ・辿物の検II,Iはな

かった．

写真152 地山検出状況（南西より）

IIー 10 渡鹿地区 （図11参照）

1.（渡鹿）台風15号に伴う被害樹木除根業務に

伴う立会調査 (1622)

く調査期間＞

20171r: l J J 30 IJ 

く調査面稲＞

15.25m (8.54111) 

く調査員＞

古留広．

く調査概要・結果＞

平成27年台風第15号の影評で倒木の被害を受けた樹

木の除根業務に伴う立会調査である．本業務の対象は

Nu①サクラ・蜘②スギの2箇所である．

Nu①は大江総合巡動楊の南東側にあるアーチェリー場

とその南側にある自動車部練習場を仕切るフェンス付

近に位iu：する．アーチェリー場入口から東に13.0111. 北

に4.2111の位i性を輻1.6X ].9111の範囲で深さ地表下0.2111

まで掘削したこの深さで根は大半が動いたため，重機

を使って引き抜いたところ，中心部は0.35mの深さと

なった動いた土を除去し詳しく土を調べると．深さ

0.2fi 111 ~0.35111にかけて非常に硬く締まった硬化而と思

図11 渡鹿地区における調査地点配四図 (1/2000) 
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われるものを21tri確認できた 1枚目は杓色のロームプ

ロックと黒色のブロックが多く混じる）1'1で． 2枚nは1
枚目の橙色のロームプロックをあまり含まないもので

あった 2枚目の硬く締まった土には土師器片 l点． 4 

cm大の玉砂利数点． レンガ ・瓦の破片数点を含んでいた

ため．この硬化而2枚は新しい時期のものであると判断

した．根は深く張っておらず浅いところで抜けたため周

辺の硬化面は掘削していない．

Nu②はアーチェリー楊入口から東側に31.0m, 北側に

0.2mの位骰を輻2.2X 2.5111の範囲で地表下l.Omまで掘削

したここでもNo①と同様の硬化面を確認した．硬化iui

は王砂利 レンガ ・瓦片を含み新しいものと判断できた

ので． さらに掘削していくと地表下0.4mでもう 一枚硬

化而を確認した． この3枚目の硬化而からは辿物は確認

できなかったその下／iりは 0.65mまで焦色」̂..lmま

で褐色粘質土地表下lIllの所でロームI@が一部頭を出

した．樹木は既定の地表下 lmで除根することができ

た．

熊本大学大江総合巡動場は． 1889（明治22)年から終

戦を迎えるまでこlば兵第六連隊の兵営の敷地内であった．

1947（昭和22)年に米軍が撮影した航空写具を見ると．

写真153 No.①作業風景（東より）

写真154 No①硬化面検出状況（北西より）

,17 

当該地、1,',＇：に道のようなものが見ることができる． また，

]967 (II(｛和42)年の航空絣真にはこの逍は写っていない

ことから．兵‘低であった敷地を東西に分断し， 195l.（Il{｛ 

和26)年熊本無線屯信講習所の校舎として新築された時

期にこの道はなくなったものと考えられる．

本地、点は狭い範囲の調壺であったが離れた箇所から

伺じような硬化而の広がりを確認できた． この硬化而は，

工兵第六・連隊の兵営が運醤されていた時期の路而の一部

が検出された可能性：．がある．

近批以前の追構は検出されなかった．

写真155 No①土庖断面（西より）

’’ 

写真156 No．②最終硬化面検出状況（北西より）

I;- -≫ - L - -・,  I U 

写真157 No．②掘削状況（東より）

第II章調査の記録
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写真158 No．②土府断面 （東より）

2. （渡鹿）渡鹿住宅2号棟屋外ガス管補修工事に

伴う立会調査 (1630)

く調査期間＞

20] 9iF 3月1・ 17日

く調査面栢＞

14.9m 

く調査員＞

吉留広．

く調査概要 ・結果＞

熊本地震の影評でガス符が破担し．渡施住宅2号棟ヘ

ガスが供給されなくなったそのため渡鹿住宅2号棟束

側の道路に南北軋IIで埋設してある既設箭から盛替を行う

工事に伴う立会調査である．

まず渡鹿住宅2号棟束側の追路部分に埋設してある既

設竹を探すため．幅l.Ox1.5mの範囲を掘削した地表

下l.lmまでは撹乱埋土でその下府は橙色ローム）屑の地

山となっていた．既設符は地表下l.lm程で管」こを確認

できた．ローム府内のガス1守の掘方埋土を除去し辿梢の

検出を行ったが 何も検出されなかった．工事には竹1く

から0.3m程のスペースが必要であったため．既定の地

表― |‘•1.5m まで掘削した． 既設符から西側 に1.5m ま では

地表 f'l.5111まで掘削し．それ以洒の13mは地表下0.75m

まで掘削したすべて投乱埋土内におさま っており ．辿

梢．辿物の検出はなかった．

第1I益調査の記録

写真159 作業風景（北東よ り）
＇ 雷•

・ヽ・• Or 
. ・-• Ir' 
ー・・一 ...一・

写真160 東端既設管箇所掘削状況（南より）

達・

写真161 芝生箇所掘削状況（西より）



平成28年4月に発生した熊本地）j足によって五，＇,は記念

館（旧第1i・・l'，●：j絆中学校本館）の）屋根に設it'tされた煙突が

破損 一祁落下したまた．隣接する化学実験場の煙突

も同も惟の被杏を受けた．この他．建物内部でも畑比がひ

び削れ．漆喰が甜lがれるなどの破担があった． 11lij建物は．

明治22年 (1889)に竣工しており． II{｛和44年 (l969)に

は国の重要文化財に指定されている．熊本の近代教育の

中枢を担ってきた第五高等学校 (|}財1校当時は第五．I＇，；’j^が中

学校）および熊本大学の教育施設であるとともに現代

まで残存したfi韮な煉瓦建築である．

埋蔵文化財調究センター （以下センター）では近年の

調究において．大学構内の煉瓦建築の基礎に係る立会 ・

発掘調査を実施してきた．そのため追物 ・辿梢としての

炒直のデータについて少なからず密梢がある．センター

では落下した煉瓦あるいは瓦の調杏を実施し．枯礎デー

タを収jさの上．既存のデータと比較することで．明治期

の煉瓦建築の歴史や大学史の復元に寄与することができ

ると考えた以下に調査の概要と調杏結栄について記し

ていく．

く調査期間＞

2016:rf: 7月21・ 2213. 11月8日

く調査参加者＞

木下尚子 ・松田光太郎 ・大坪志子 ・山野ケンIC)i次郎．

吉留Iム;.江口路 ・鬼塚美枝・首藤似子・末吉美紀 ・

WI~ |：弘子

く調査の経過＞

2016年4月14日午後9時26分に発生した熊本地珈の前

裟の揺れにより．本学構内の煉瓦建築が被宮を受けたと

いう •Ifi報を得た．翌日 4 月 15 日の早朝． ．＇．じ嬰北地区に所

在する五邸記念館と化学実験場の周辺を散策したところ．

畑瓦を部材とした煙突や屋根瓦の一部が落下するなどの

被遅状況を確認できた （写兵162~164)．この際，セン

ターでは被古状況を写真撮彩し，館場(l勺に記録したま

た，落下した畑瓦中に「熊本監獄製造」印のおされた畑

瓦を多数発見したさらに4月16日午前1時25分に発生

した熊本地誕の本捉によって．五高記念館や化学実験場

だけでなく．黒嬰南地区に所在する工学部Ii)［究狩料館も

外槌に（じ裂が入るなど．被害が拡大した （写其165・ 

166). 

センターでは近年．近代の畑瓦に関する考古軒：（lり調森

を粕力的に実施しており．文化財保設と学術的観．Iばから

落ード物の調壺の計画が持ち上がった．

49 

7月6日に11.1',9,；j記念館の伊東龍一館長に煉瓦合が落下物

の調究を 1柘11~i'J したところ ， 安全を確保した上での調1f.,-i,1：

可を得ることができたまた．施設企画課の藤崎司課長

にも1tij様の記りを得て．調杏の日程を調腋した． 7）l 14 

日には，伊東館辰とセンター教職具5名で事前調杏のた

め．沿下した棚突llilll11の現状確認と簡易写真撮影．現地

における調究手）I|iiについての打ち合わせをおこ なった．

7月21・ 221:Iには センター教貝3名と技能補佐貝 ・技

術補佐貝5名で，1翡l究を実施終了した．

11月初旬には． —liぶ：j記念館および化学実験場の・hVi突の

撤去作菜が専l"l業者によ って実施されていた そのため

伊藤館長と施設企画課のi,I呵を得て．11月8Elには． IIl|

収された一部の煉瓦 ・瓦の実見と佃易写真撮影を尖施し

た．以上を持って 全ての調壺を終了した．

本文を執筆中の2018年3月現在．五邸記念館．化学実

験場． T．学部研究？t料館は当而の地震対策として． 鉄竹

による外槌の補強が施された．今後4年程の歳月をかけ

て復旧工事が実施される ）ぢ定である

写真162 熊本地歴直後の五高記念館正面（南より）

写真163 熊本地震直後の五高記念館煙突落下状況 （北東より）

第m章 平成28年度熊本地歴に係る煉瓦等落下物に関する調査報告
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く調査の方法＞

本調査では裕下した煙突の部材である棘瓦の基礎デー

タを記録することを第一の目椋とした．また煙突と共

に洛 l‘• した屋根瓦についても拓本や勾凍撮影による飢渇

1記録を尖施した．煙突の裕下地点は］iぶ，’j記念館の北側3

カ），「および化学実験場の西側 1カ所であり，最も広範圃

に落下物が広がる五翡記念館北壁束側をA地点とし，蜆l・・・

車場11[IlをA-1地点，建物堅側をA-2地、［せに分けた （図

12. 写真169~172)．また落下物の少ない北il[ll中央入

l」付近をB地点五高記念館北壁西側の側突落下地点を

C地点． 化学災験楊西盛北側をD地、1.'.iとした．

各調1t地点において．落下した辣瓦の寸法．亥lll:rl,1JIl 

工痕跡などの術報を記録した．寸法は姉瓦の長手llIhi，小

口輻，小口高の最大値を 1mm単位まで計測した．刻印は

「l 視による確認の」••，拓本とマクロ撮影による記録を実

施した (1和'067・ 168)．加工痕跡は窮真搬彩とfilj易1忍l

の作成によ って記録したこのほか11KI1本の位i代を把握す

るため・1T:：なの角度からの辿屈撮影もおこなった．

各地、1訊の疎瓦の個数には差があり．全てを記録するこ

とは困難であった．調究期間も考應し． ］地，1位の・i立大記

録数を30点と定めた この際モルタルが東ll落したこと

写真164 熊本地簑直後の化学実験場煙突落下状況（西より）

ベぷ戸r:9:

写真165 熊本地霙直後の工学部研究資料館（東より）

髯ヽ長緊tゞ，＇．．
•tら{
｀ し
.. 

第m章 平成28年度熊本地槃に係る煉瓦等落下物に閑する調査報告

により各計iJlll値を得やすい個体を飯先して選択した．，iじ

録数はA地、1.'.(30.i.'.(. B地点3点． C地点30点． D地、,,',,:、6

点の計69点である，また，拓本と写真のみによる記録を

練瓦6点，上し 7,999ヽ （について実施した（表3).

調森に際してはヘルメッ トの済用を義務付け， i｝討淵l

間中は関係者以外立ち入り禁l|．．のプレートを提示するな

どし．作業の安全而に考應したまた後の姉突の復IH

作業に支1;1況がないよう．記録を取った畑瓦や此は落下時

の位骰に戻した．

写真166 工学部研究資料館の控え壁の様子 （東より）

写真167 伐採作業の様子（北西より）

写真168 拓本作業の様子（北より）
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図12 黒嬰北地区における煉瓦等落下物の調査地点 (1/100)

写真169 A地点の落下物（南より）

写真170 B地点の落下物 （北より）

［ 

こ゚-̀―

写真171 C地点の落下物 （南より）

ー 、•一

写真172 D地点の落下物 （北西より）
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表3 五高記念館および化学実験場の落下煉瓦一覧表

J也．9．＇i.
J r,(l・・ ＇！ぼH~i (cm) 刻l9|l

糾！J砂）トKIi 残イfiki兄 拓本 iiiぢ・
番サ 艮手~I、i 小II~乱 小口｝勺 腔狐： イUハfII

A-I I 2 3.2 109 5.9 

゜
心りj 将jiJi煉瓦 一部欠け 。

1¥ I 2 23.4 I 1.0 6.1 

゜
4渭l 将通拙瓦 完形

゜A I 3 23.3 10.6 6.2 

゜
夕 抒辿糾Ji: 完形

゜1¥ I ・I 2 3. 3 10.9 6.、1

゜
杵辿畑瓦 ,;tJfク

゜
i辺に条の溝あり

A -1 5 190- 10,(） 5.9 

゜
.,. tr辿畑J£・} 一部欠It

゜1¥ -I 6 2l.7 I O*8 5.8 

゜
•f• 杵辿刻i]£ 、必形

゜A -1 7 2:l.5 1().0- 6.1 

゜
ホ ifiu廿頃湘ll: 一祁欠け

゜1¥ I 8 231 10.$ 6.0 

゜
夕？ 杵i!h諌瓦 完形

゜A -1 ， 2 3.0 10.9 5.9 

゜
ヘ 杵・辿矧Ji 完形

゜/¥-J 10 2 2.4 l0.7 ti.I 

゜
力 将,tli拙J£ 完形

゜A -J II l2.7 10.5 5.6 X 心り 将通純瓦 一部欠け

゜
監iXI1)は節，認でさない

A I 12 20.7 - 11.0 6.0 

゜
-1・ ヒ．Ii 完II2

゜A-I 1 3 22.6 11.0 5.9 

゜
Iヽ It•通錬凡 完形 。

,1-I l•I 23.0 11.0 1辺

゜
ル 将辿拙瓦 -,~I；欠け

゜A-1 1 5 21 o- I I.I G.O 

゜
ル 1..:./i. 完形

゜1¥ 拓I

゜
夕？ じ］i -ii1次It

゜
Hi水では「夕」がとれていない

A 拓2

゜ * 
i紅針凍1£ .， 一部欠け

゜,¥ 拓：ぅ

゜
ホ？ ir・辿煉J・L 完形

゜
側体がモルクルでつながっている

/¥ HiヽI

゜
レ 杵辿煉1,L 一部欠け

゜
佃体がモルタルでつながっている

A- ~ l 23,3 11.0 G.I 

゜ * 
将通抽Ji 完形

゜,¥ -2 2 2 2 9 10.9 6.0 

゜
夕 杵辿拙J£ 完形

゜
拓本では 「夕」がつぷれている

1¥ -2 3 23 1 10.8 6.1 

゜
夕 礼｛辿疎）£ 、必形

゜
拓本では 「夕」がつぷれている

A -2 Iヽ 2: i.（） 1 1 3 6.（） 0 ホ 杵通糾i瓦 一部欠It

゜i¥ -2 5 2 2,！） 10.9 5.8 

゜
ヘ tf•jili辣凡 元Jfi

゜/1 -2 (j 1 6.(） ~ I 1.0 6.0 

゜
ク •I:: IL 一部欠it

゜A -2 7 22.7 11.0 6.1 

゜
夕 粋iili/JI!Ji: 一部欠It

゜,¥ -2 8 23.0 11.0 6.1 

゜
チ 杵通灼瓦 一部欠け

゜A -2 ， 18.8- 10.9 6.1 

゜
ヘ t伶直対頃； 一部欠け

゜A-2 10 2 :3．3 I 1.0 60 

゜
ィ渭l 1r凪i糾！Ji 完形

゜J¥ -2 II 23.0 11.0 6.0 

゜
ィ；1り］ 1,{-ilii糾頃 完Jf~ X 瓜＇汰J:l:11の拓本はとれていない

A-2 12 lo.2 - I 1.0 6.1 

゜
ル 杵辿糾l£ 一部欠It

゜
1(i本では 「ル」がとれていない

A-2 13 22,1 10.7 G.I 

゜
ワ 将辿対ili 、必形

゜A-2 l•I 2: t : i I 1.0 6 1 

゜
ィ渭IJ 将；tli諌1i 完形

゜;¥ -2 15 2 248 10.8 6.1 ィ；lりj ,f,Iリl 如直煉1£ 完形 X 拓水はとっていない

B I 23.、1 11.2 6.6 。 ホ t,I通刻i瓦 完JIら

゜B 2 10.:; 6.2 

゜
イ逍IJ 杵通煉瓦？ ,,,欠

゜
監は1:l1は一部のみ11i本とれている

B 3 

゜
イ渭l 不明 ,,,欠

゜
監以印は一部のみ拓本とれている

C I 2:33 111 6.3 4渭ij ィ渭l 杵通対！）i 一部欠け X 

C 2 2:! I 10.8 5.9 不明 心リj 1f;』畑1£ 一部欠け X 

C 3 20.5 - 10.9 6.0 

゜
ク 将辿灼直 一部欠け

゜C 、1 22$ 10.7 (i.O 不1リ） ィ消l It・通諌瓦 完形 X 

C 5 20.5- I 1.0 6.0 

゜
ホ ヒ1L 完形

゜
拓水では 「＊」がとれていない

C 6 2 3.0 11.0 5.8 ,f-lYJ 小lyJ 杵通棟瓦 一部欠け X 

C 7 22¥) 10.9 6. 2 

゜
X 粋通辣J,[ 完形

゜C 8 no 10.9 6.1 4珊J イ叫/J 杵辿棟瓦 完形 X 

C ， 2 2．り I 1.0 6.il 4道ljj イ湘l fr辿拙J{ 完形 X 

C 10 22.9 I 1.0 6.0 X イ漕l 即瓜畑瓦 一部欠け X 

C II 22 7 11.0 6.0 不lりj 夕 将通娩瓦 一部欠け X 1fi本では 「夕」がとれていない
C 12 2 1.0 ~ I 1.0 G.0 

゜
ヘ 将通畑瓦 一部欠け

゜C 13 22.8 11.2 6.1 

゜
へ01・タ 将通畑瓦 一部欠け

゜C 1 4 226 10.9 5.9 ィ渭j ,plり t¥C.il!i炒瓦 元形 X 

C 15 22.8 10.7 6.2 

゜
ヨ 粋辿灼ili 完形

゜
拓木では 「ヨ」ははとんどとれていない

C 16 23.0 10.5 58 ィ；明 ィ；lり 将辿畑Ji: 完形 X 

C 17 22.8 11.0 6.0 イ遭lリ1 4;lリl 将辿糾iji 一部欠け X 

C Ill 22.7 I I.I 5.7 

゜
,1;1y1 将辿姉Ji 一部欠け X 

C 19 222 11.0 G.O 不IVJ ぷlり 粋辿Ni)£ 一部欠け X 

C 20 22.2 10.:l 6.1 4苅ll 心り1 粋通錬1£ 一祁欠け X 

C 21 22.7 11.0 6.0 。 夕 将通畑ji 完形

゜C 訟 2i.s 10.8 5.!I 

゜
ワOIウ 将通畑J・L 一部欠け

゜C 公｝ 22,I 10.3 5.7 心りl ,i;1y1 If通刻！Ji: 完形 X 

C 2-1 23.5 11.0 6.0 ーイ渭ll ィ,Ill) 杵辿刻直 一部欠It X 

C 25 22.5 I 1.0 6.0 

゜
,f-1リl 仔辿糾！瓦 一祁欠It X 監は日l欠けているので拓本なし

C 26 l2.6 10.8 (i.0 

゜
91 : 杵通畑瓦 完/ti 。

C 27 23.1 I 1.0 (i.O 不1リl イ漕l 将通糾！瓦／JIIT. 完形 X 

C 28 16.0- II 5 6.0 

゜
イ澗l ヒJi 一祁欠It

゜C 29 木，rI’潤 I 1.0 4と'；1. iり 4;IPl イ渭l ヒJi加」： 一部欠It X 

C 30 15.5- I 1.0 6.2 イ；翔l イ苅Il ヒ五？ 一部欠け X 

C 1fil Aとil•iu:J 未，l|•iIIl ふili!11)

゜
リorワ 将i直拙J£? 一乱次け

゜C i(i 2 木9ilUllI 未JI測 未,!lilll)

゜
ロ 杵辿炒：J£? ー・i:Ii欠け

゜
「口」が J父おしてある

D I 21.8 10,5 5.6 4消lリ1 イ逍り 杵辿煉Ji ‘;C)f; X 

D 2 22.5 10.8 6.0 イ<191 不1り 杵j瓜煉j£ 一部欠け X 

D :l 22.5 10.5 5.7 ィ澗l 不明 It・通畑1£ 完形 X 

D ,1 22.2 10.5 6.0 ィ；Iりl 不明 杵辿畑Ji 完形 X 

D 5 1 6.8 ~ 10.5 6 3 ィ漕l 不明 l: 1I 一部欠け X 

D 6 2 1.2 ~ 7.9 6.3 ィ遣ll ,i;1り1 [;.ILJJII [ ，んItク X 

※ 「亥IJ(:n」 中 、 「不明」はモルタルで[3れており、亥lll:Ilの•(i無がイ渭jのもの。「 ？ lは判別困難。「x」は亥1jtIlがないものn
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く調査結果＞

(1)寸法

刻湛の寸法は，長手幅小口幅小口高の各最大値を

Cllllit位ま で計測 した（表 3 ・ Iii 13)．汁測データが 1点

のみのB地点を除いたA ・C・D地点の最小値と最大値

を示したのが表4.平均値を示したのが表 5-1~ 3で

ある，平均値をみると．刃翡記念館のA・C地点が長手

l靡22.8~23.0cm. 1卜ロI|lii10.9cnl, Ilヽl_J閥6.0cmとしヽうよう

にほぼ寸法が同じであるのに対し，化学実験場のD地点

は長手幅22.3cm.小口幅10.6cm. 小口高5.8cmと一回り小

さいことがわかる． 7月の本調査ではD地点の畑瓦中に

「熊本監獄製造」印を確認できなかったが， 11月の追調

査の際に本地点でもこの印がおされた疎瓦が発見されて

いることから．：/T．ji9:j記念館の疎瓦と同様，熊本監獄畑瓦

製造所で製作されたと考えて問題ない．同製造所で製作

されているにもかかわらず化学実験場の方が五高記念

館の疎瓦よりやや小型ということになる地震以後に東

京国立文化財研究所の近代化辿産研究奎が確認した化学

、尖験場外墜の煉瓦寸法の平均値を参照にすると．長手幅

22.1cm.小LI輻10.4cm. 小口硲5.8cmとVヽ うようにやは

り五邸記念館の姉此より小型であることが確認できた

（表 5-4)．これは．畑瓦を製造する段階でサイズの異

図13 煉瓦の各部位名称と計測箇所

表5 各調査地点の煉瓦寸法の平均値と寸法類例
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なるものを計血的に川意したかあるいは畑瓦個別の含

水拡や内容物の辿いにより焼成時にサイズの異なるもの

が生成されたこ とが原IKIで．これらを大型品と分けて消

1'cするために化学実験楊で）11いた可能性がある旧第五
邸等学校表l"J（通称赤l"J)の地上部分の畑瓦寸法を任謡

で10点計測し平均を切：出 したところ．長手幅23.0cm. 小

口輻11.0cm. 小l1i'，・:;6.0cmであり ．A・C地点と差がなし‘

（表 5-5)．大学構内辿跡の黒嬰北地区1528調査地点で

は． 殷 liぶ，’j等学校の名はであった習学寮の厨房の畑瓦基礎

跡が発見されており ．その平均値も A・C地点と僅差で

ある （表5-6). I司時期に築造された表門や厨房では五

沿j記念館と,,i]規格の辣瓦が川いられたことがわかる一方

で 化学実験場の炒頃サイズが比較的小型であることを

明確に示している．

大蒻庄右1/ii|’'lは明治30年代に関東で使用された畑瓦を

寸法から分類してお り．東原）lゑ並形．作業局形．山陽

形 山陽新形をあげている （大高1905)．このうちA・

C地点に最も近いのが長手輻22.7cm. 小口幅10.9cm.小

口高6.lcll]の束取形で 小lI l・：jと小口幅はほと んど変わ
らず長手がやや短い．lsf:手l|lhiについてば焼成などによ

る誤差の範囲内 と思われ• ←-li．高記念館の煙突使用の煉瓦

は東京形に寸法が類似するといえるただし大学構内

表4 各調査地点の煉瓦寸法の最小値と最大値

調査地点
計測値 (cm)

長手幅 小口幅 小口高

A地点 22. 4~2:.l. 11 10. 5~11 3 5 6~6. 11 

C地点 22. 1~2~ S 10. :1~11.2 5. 7~6. 11 

D地点 21. 8~22. 5 10. 5~10. 8 fi. 6~6. 0 

No. 調査対象 年代
計測値 (cm)※

計測数 備考 参照
長手幅 小口幅小口高

I A地点 （五研，記念館煙突） 1889年竣工 23.0 IO. fJ 6.0 23 熊本監獄糾i瓦製造所 本論

2 C地点（五裔記念館姪突） 1889年竣工 22.8 10. 9 6.0 2ヽl熊本監獄姐i瓦製造所 本論

:1 IJ地点（化学実験場姪突） 1889年竣工 22.3 10.6 5. 8 1ヽ熊本l，庶獄糾i.li製造所 本論
,1 化学実験楊外墜 1889年竣工 22. I 10.4 5. 8 7熊本監獄hli瓦製造所 本論

5 熊本大学表l"l外咄 1889年竣J; 23. 0 I I. 0 6. 0 10 熊本監獄位li]が製造所 本論

6 第五祁等学校習学寮厨J.1}），屈礎 1889~ 1890年竣L 23. I 10.9 6.0 23 熊本腔獄棟瓦製造所 松III.吉留2017

7 赤瀬 トンネル 1899年製造 22. I II. 0 5.2 、10~熊本県‘iそ 1-．I|i ,r/i 柳 • 山尾200•1

8 万Ill坑 1897年製造 22.1 10. 8 6. I 40~ 熊本リ，い税尾市 硲柳 ・山尾2001

!) 烏如子坑 1897年製造 21 1 9. 6 5. I •10~ 熊本県天，り：市 閲柳 ・山尾200,1

10 第二悔堡跡右？〖北側 1889起 T—~ 1 9I /4竣工 2 l 3 10. I 5. 6 6~22 小{f集治監製造 野口（也2015

II 第二汁屁姓跡中央部北91l1/ 1889起工～1914竣工 2 I. 2 10. I 5. 6 6~22 小fi:M討台監製造 野口他20[5

l2 第二悔坐跡中央部北fItll介filI 1889起工～1914竣工 21. 8 10 ;1 5. 7 6~22 小竹集治監製造 野口他2015

※’Ii均値の小数点第 2位は1!.Y捨五人した。
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の畑瓦寸法と比較するだけでは誤差がどの程炭のものか

判断しづらいため．熊本県内3カ所と束ぶ碕りの第二悔堡

0)抽瓦寸法との比較もおこなった （表5-7 ~12)． これ

により大学内で使）Ilされた畑瓦は比較的東京形に近しい

規格であったことが明確になった

(2)刻印

本調査で確認された畑瓦には． L.Gcmx 3.7 cmの長方形

の枠に 「熊本監獄製造」と，りかれた亥1j[|lと．1 cm x 1 cm 

程のカタカナー文字が:;1::かれた刻印の2種類が見受けら

れる (I忍114).

「熊本監獄製造」印は． 亥lj印を確認した75点の畑瓦I|l

49,1位におされていた表面がモルタルで毅われて刻印の

有無を確認できなかった24.1位を除くと． 2、'・'．I:以外の全て

の畑瓦にこの刻印がおされていたことになる．その机l印

位似は平部分であり ．具I叫l方1{，j中央におされたものが多

＜．中央からややずれた位ii梵におされたものも兄受けら

れる ． 大学史や当時の新Ili•J，記事には立川山の南西龍細

川家の若提寺である泰勝寺の参追下に熊本監獄畑瓦製造

所が設けられ．明治21年から明治22年の短期間の1iil．第

五ii：i等q・,学校の建造物のために諌瓦をI|：．廊していたこと

が記載されている (fi. ：if:IJ立じ—I• li'il 年記念会1957. fJi熊

本市史紺鉦委員会紺1997)．明治21年3月1811付の ［紫

祇新報jには 「阿囚徒I|l然紳の者は lHに3001llil余りの

生旅をおこない．その品位も良かった」とある（紫涙新

‘” 

0 5 CIII 
I l 1 

報社1888)．この熊本監獄畑瓦製造所は現在のリデル ・

ライト両女史記念館の立地する敷地）i＇il辺にあったと考え

られ．これを裏付けるように現在でも敷地内で「熊本監

獄製造」の刻印がおされた姉瓦が表而採染でき．地表に

は埋もれだ煉瓦が散見できる．

カタカナの刻印は75点II 139,1位に確認できた．刻印自体

が小さいため．モルタルに一部悛われている畑瓦35点に

ついては有無不明だが 1，点を除いた全ての煉瓦に刻印

が存在することがわかる． カタカナの種類は．読み取れ

る f(［英な例で 「 夕 」 が 8,1•II と i1とも多く ． 次に 「ホ 」 が 7

点、． 「へ」と 「チ」が4点． 「ル」が3点． 「ロ・ハ・ニ・

リ・ワ ・カ ・ヨ ・レ」が各 1点確認できた (I以115)．ま

たリデル ・ライト両女史記念館で表i(ri採集した畑瓦には

「イ」の刻印かおされたものが確認できた．よって こ

れらカタカナはイロハ歌の前半部分の文字のみが使用さ

れている ことが明らかである．押印位i府は全て平部分で

あり「熊本監獄製辿」印に隣接しておされる場合もあれ

ばやや小口側に近い位附におされる例 「熊本監獄製

造」 1:|lとは上下逆におされた例，打ち直した例などがあ

る．こう したカタカナ印の類例は東以の小竹集治監に

関連する悔堡（野口ほか2015)などの建造物や奈艮少年

刑務所の練瓦においても、H(1％認されており （水野2001).

監獄の囚人グループが製造しだ）甜瓦の品質料:孔|！や生廂砒

を把握するための立任印の II［能性が考えられる．

図14 五高記念館の落下煉瓦におされた刻印の拓本と写真 （表3-A-1-13.「ハ」 ・「熊本監獄製造」）

第rn迂 平成28年度熊本地無に係る煉瓦等落下物に関する調査報告
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シテクナ⑪卜

図15 イロハ歌のカタカナを使用した刻印
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図16 五高記念館と化学実験場の落下瓦におされた刻印

(] ~ 3 :五翡記念館の落下瓦 4 ・ 5 : l360調査地．，h：出土瓦 6-8:化学実験場の洛 ド瓦）
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このほか瓦の刻印についても筒易な調究を実施した

A. D地、点で各2、1.’i. B地点で3、点の計7点の瓦に刻印

を確認できた (1又l16-1 ~ 3)．瓦には3つのタイプの

刻印が施されており． A地点では 「昭和六—l=:．年度修紐

姫路 二本松 池内瓦」「:|Jが（図16-l). B地、点で

は「II｛併II四十肌1年修補」 1:llが（図16-2). B地点では

上記 「池内瓦」印と 「筑□（後？） 瓦柳川村茂」
印が認められる(|又ll6-3)．「池内瓦」 f|Jが最も多く．

現在の兵hli県に所在する株式会社池内瓦がII{｛和63年1文に

五邸記念館などの修繕をおこなった記録と一致するま

たそれ以前に． 昭和44年）変にもJ：しの補條がおこなわれて

いることがわかる． この種の瓦は11月の辿調査の際，化

学尖験J品の落下瓦の中にも確認できた． II{｛和411年は五似i

記念館や化学実験場．表rりが同の直要文化財に指定され
た年であり．この際の修紐の瓦と思われる． 「柳川」 印

については．センターにおける黒髪北地区1360調壺地、•.'.(

の立会調究において五高記念館北壁西側の基礎確認の

際．現代皿土中から 「柳河 散ru弐梱瓦屋」 1:|Jのお
された瓦が検出されており（）は平編2015.図16-4). 

今lulの落下した瓦も含め現在の福岡県柳川市付近で製作

された瓦と考えられるこのほか同調査地！．［［では 「特許

ロロ火（不知火？）下益城郡 岡 盟輻村」印が出 I・.

したほか （図16-5). l]月に実施した追調杏では化学

実験楊の落下瓦l|1に 「筑後国」印が確認されている（lメI

16-6 ・ 7)． また．特殊なものと して｝しの裏而にヘラ

による硲古きが施されたものも見受けられた（図16-

8)．筑後または柳川の印が押された瓦については福

岡県北）し）•|•|市小介城御普詰所跡 l 番石垣跡や福岡県柳川

TI•i 矢）J| l i9,i|i |II［屋敷辿跡において Iii)様の刻印がおされた瓦が

兄つかっており（福岡県教脊委員会編2011)．近1l：ある

いは近代でも古手のものと息われる落下物中これらは

数械的に少な く．多くは平瓦が縦に半裁された形状の城

斗瓦である（Ji;{ll6-6)． こうした瓦は．五高記念館や

化学実験場の煙突基部に認められる i黍喰で覆われたりが1 •

比として使われた可能性があり， Iii{｛和44・ 63年度の補修

の際にも交換されずに現在まで残ったものと思われる．

(3) hnエ痕跡

)JIL I通痕跡に関する記録は． fiti易 l~I作成と写真撮影によ

る記録にとどめた．ほぼ全ての辣瓦の平部分表而に，木

板などにより撫でた痕跡が確認できる．これは箱型の成

形川枠に粘土を詰め込んだのち余った粘上を針金でl'jlj

りとり，最後に表而を撫板で撫でて）成形したことによる

（語）卜1902)．このことから．これらが 「機械成形」でな

く一つ一つ手作りの「手抜成形」であったことがわかる

（水野1999)．また、平部分の長ililh端部に1|Iii1 ~ 3 cInの線
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、1犬の溝が1条人るものがあり． これらは発掘調査で出土

した）康瓦にも多く認められる．製作工程に係る痕跡と考

えられるが現状では解明できていない．そのほか平

や長手表面の色調が部分的異なる個体があったその範

圃が畑瓦の小LIif:1の値とほぼ変わらないことから．炒湛

を碩ねて焼成した際に．被熱の具合や焼成温度に差が生

じてできた痕跡と息われる形態は普辿練瓦．いわゆる

「おなま」がほとんどだがこれを打ち1[llって成形した

「ヒ五」や，．）削突の端に利）llするため．端部を粘土成形

後に削り取った特殊な形状の畑瓦を確認できた．

くまとめ＞

今1111の調壺を実施したことにより．これまで不明11itで

あっ た／1：高記念館や化学実験場など． 第/1~ぶ乳が中学校 ・

翡約学校期の練瓦建築について以下の知見を得ることが

できた．

• 五邸記念館の煙突に使）．l l された畑瓦は． 寸法平均値が

長手輻22.9cm. 小11幅10.9cm. 小n高6.0cmである．一方
で 化学実験場の側突に使川された陳瓦は．寸法平均値

が長さ22.3cm.小I11J1T,il0.6cm. 小口高5.8cm とやや小さし‘•

両者の規格に染が認められ，表門や厨房など他の第五似j

等l|l学校の建従と比較しても化学実験場の姉瓦が小型で

あることが明確となった各建物で煉瓦のサイズを収捨

選択し使用していたことがわかる． これら第五高さが中学

校の辣比は，明治30年代の大祐j分類の中の 「東京形畑瓦

寸法」に最も近しいことがわかった

．炒直には 「熊本＇i臨狐製造」印がおされており．その），1il

圃にカタカナ印が判lされている．カタカナはイロハ歌の

前半部分の文字のみが使用されている．．l輝：j記念館と化

学実験J易の煉瓦は．明治21年から22年にかけて熊本檻獄

の囚人が製造したものでカタカナ刻印は1人1人グループ

の買イT:fIlの可能性がある．

• 各建物の瓦には．昭和63年度補修の池内瓦のほか l•KI

指定屯要文化財に指定された昭和M年の補修瓦．筑後

国 ・柳川瓶の瓦が確認されており，竣工以降複数回にわ

たり瓦の修紐があったことがわかる．筑後国 ・柳川｝狙瓦

は発掘調壺成呆などから近代でも古手と考えられ．染造

当時の瓦の可能性がある． これらば煙突基部に現在まで

残府していた災斗瓦と考えられる．

・ JJII I：痕跡から手抜き成形の瓦であることがわかる．こ

のほか製作技術に関する各種の痕跡を認める ことがで

きた．

（文責：山野）
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JII!•蔵文化財調壺センターは， 1994年より実施している

構内辿跡の調在成呆やその重要性について生涯教育で

の活）llを目的として殷示などの活動を通じて大学内外

に発伯している．2016年度は．年度頭初となる 4月に熊

本地姦の発生があったが復郎への収り組みとして以下

の活動を実施した．

1. 地下と地上の文化財散歩

く開催期間＞

2016：：ド6月27日～7月l「l

く開催場所＞

黒嬰南地区本荘北地区

＜概要＞

6月27~29日は黒炭南地区で尖施したコースは総合

・I屑It統括センター （狛合）→ l-．．学部駐J|L場 → 工学fili{リ|．

究骰料館柚 → 工学物研究棟I→理‘乎：脊11棟南東部 → }lll 

蔵文化財調森センター （辿物見学 ・解散）で．所要時間

はJII寺I.iij程度である．27・ 2811は雨天で．センターの艇

示解説を実施した．

6月30日・7月1日は本荘北地似で実施したコース

は医学部附属病院外米診療棟 （狛合）→ 基礎医学研究

棟→外来診療棟東側既車場→西病棟→山崎記念館

（解散）で所要時間は 1時間程度である．

本年度は．本荘キャンパスにも主要調介地、点のサイン

が設附され， これらを活）Ijしながら．調杏貝がパネル令令

を）IJいて各地区の古代の様子について解説を行った．学

内外から50名の参加があった．

く掲載記事 ・報道＞

2016年邪季：熊大通侶 vol.60

2016年以季 ：熊大通伯 vol.61

写真173 「地下と地上の文化財散歩」黒嬰地区実施状況

/l 
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写真174 「地下と地上の文化財散歩」本荘地区実施状況

2. 速報展 『RENGA一遥跡から見えた近代ーj

く開催期間＞

20] 6・イド1 1月1 日～2017年4 月28 [1 

2016年11月10日，12月611 展示1解説

く開催場所＞

JI|［蔵文化財調査センター殷示塞

＜概要＞

2015年度の発掘調壺成呆の公表として速報展を1}fl1li[

した．

今l且lは現地説明会を尖施した熊本高等工業学校初代

本館の枯礎に関する調企成果を中心に．赤煉瓦調森の成

呆も含め．近代の赤煉］も建物に1恥．問を当てたまた． 発

掘惰料と ー／i．高記念館所蔵品を）I足ぷし，旧第五高等中学校

時代の学生の生活の様子も展ぷした． 1m1枇期間中に実施

した展示説明会には． 17名の参加があった．

写真175 速報展 展示説明会実施状況

巳鮎口

第1V章 文化財活用活動の記録
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く掲載記事・報道＞

2016年11月3[l 熊本El日新Iifl5 i(Ii 

2016年11月8El 西日本新Iiil22而

20l.61ド12)-J16日 1可：日新Iifl

2016年］2月3日 くまにち あれんじ

ケープルテレビ]:com

3 授業等への協力

20 1 6年 7 月 15 日：本学文学部杉：JI••他准教授と受講生20

名がセンター展示室を見学．

写真176 センター展示見学の様子

第IV迂 文化財活用活動の記録
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「熊本地裳」 の被害をうけた2016年度の年報をまとめることができ安堵している．序

文に記したとおり，それは偏にセンターの皆さんの尽力によるものである．

2016年）文末は我われ熊本大学埋蔵文化財調森センターにと っ て， 一つの節 l~I となった．

5年間にわたって勤務された松田光太郎准教授が任期満了で退職し，センターの設立以来，

センター長を務められてきた木下尚子教授がセンター長の任を終えられた．お二人の長年

の貢献に感謝申し上げる．

2016年4月からは濱田春美さんに事務補佐員を務めていただいている．次年｝文以降は

「熊本地捉」の復興工事による発掘調査が本格化し，繁忙を極めることが予想されるが

センターのスタッフー同，新たな体制の下でしっかりと責務を呆たしていきたいと考えて

いるまた．携帯端末用アプリ 「クマダイ辿跡巡り」を使用する準備を整え，本年度から

授業協カ・地域貢献に活用する予定であった．残念ながら 「熊本地裳」 の影繹により断念

したが来年度以降，積極的に活用していきたいと考えている．

これまで以上にセンターヘのご理解とご鞭撻をお願いする所存である．

2018年3月

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調壺センター

センター長伊藤正 彦



62 

On April 14 and 16. 2016. the Kumamoto earthquake 

occurred. The series of earthquakes including 

magnitude 7 main shock which struck beneath 

Kumamoto City of Kumamoto Prefecture in Kyushu 

Region. Outbreak of 2 big earthquakes is the first 

example ever recorded in Japan. The heavy damage 

occurred in Kumamoto and Oita Prefecture especially 

centered in Masluki area 

The many buildings and cultural assets were also 

damaged at Kumamoto UniversiLy. 

Some ofしhelaboratories. student's study rooms, and 

offices were forced to evacuate from the building 

which was judged danger. The office of Facilities 

Planning Division and Facilities Management Division 

of Adminisb・ative Department were lhe one of tl1em. 

The staffs had to take enormous efforts and time into 

grasping damage situation. 

Therefore. redevelopment project plan was brought 

back to square one in current year. The number of 

investigations in the current year is 36. and all of them 

were presence investigations. Many constructions ware 

measures against damage by Kumc1111oto cartl1quake. 

So Lhat most of the works were countermeasure of 

Kumamoto eartl1quake conslrucLion. For example. the 

construction of temporary school buildings etc. And 

some works were restoratjon work of the trees that 

fell down in the tropical cyclone 1515. 

At 1611 investigation point, we got the interesting 

result. This work was building the fence around 

the temporary parking lot that was made at the 

playground Buhugen in出eKurokami north area. In 

that area. we found the detection depU1 of the layer 

containing cultural remains and sLrucしuralremains 

and it's very important information for restoration of 

ancient geography. 

ln 2017. we require cooperation with Administration 

Bureau and other connection post for reopening of 

reserved works and enforcemenl of the work for出e

revival. We will utilize tJ1e investigation result that 

accumulated so far. and we will strive to restoration. 

Finally. we would like to offer our heartfelt 

sympathy to the people living in the regions hit by the 

eartl1quake. 
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1.熊本大学埋蔵文化財調査センター規則 (1-129.4.1~)

（趣旨）

第1条 この規則は．熊本大学学則（平成J6年4月11]制定）第9条第2項の規定に基づき．熊本大学狸蔵文化財調壺

センター（以下「センター」という．）に1!lし必要な事項を定める．
（設似目的）

第2条 センターは．熊本大学 （以下 「本学」という．）に所在する追跡を発掘調在するとともに出土したJ見蔵文化

財を記録研究．保存及び活JIlし．もって本学の教宥研究に寄与することを目的とする．
（業務）

第3条 センターは．次に掲げる業務を行う．

(l) JJii蔵文化財'i-0ij究の実施計画の立案及び実施に関すること，

(2) 出土した埋蔵文化財の腋理・イiJI究． 1呆箭及び保存に関すること．

(3) 文化庁等に提出する祁告杏の作成に関すること．

(4) その他センターの目的を達成するために必要な事項．

（職員）

第4条 センターに．次に掲げる職貝をii11'.<. 
(l) センター長

(2) 専任教貝

(3) その他必要な職貝

（センター長）

第5条 センター長の選考は．本学の専任の教授のうちから．第7条に規定する委員会の1(（:it!iに基づき．学長がおこな
う．

2 センター・1をは．センターの業務を祁理する．

3 センター長の任期は． 2年とし． ni任を妨げない．

4 センター長に欠員が生じた場合の補欠のセンター長の任期は． jfoJ直の規定にかかわらず．前任者の残任期間とする．
（専任教員）

第6条 専任教員の選考は．熊本大学学内共同教育研究施設等の人事等に関する委貝会の議に基づき， 学長がおこなう．

2 専任教貝の選考に関し必要な事項は．別に定める．

（委貝会の設骰）

第7条 センターの竹理迎営に関する事項を項ド議するため．熊本大学狸蔵文化財調壺センター迎営委員会 （以ド 「委貝

会」という．）を骰<.

（委員会の組織）

第8条 委貝会は．次に掲げる委員をも って組織する．

(l) センター長

(2) センターの専任教貝

(3) 文学部及び教育学部から選出された教授又は准教授 各1人

(4) 法学部．大学院社会文化科学研究科又は大学院法栂投成研究科から選出された教授又は准教授 1人

(5) 大学院自然科学研究科から選出された教授又は准教授 2人

(6) 大学院生命科学研究部の医学系又は医学部附屈病院から選出された教授又は准教授 1人

(7) 大学院生命科学研究部の保健学系及び薬学系から選出された教授又は准教授 各1人

(8) 発生医学研究所．生命骰源研究 ・支援センター又はエイズ学(i)［究センターから選出された教授又は准教授 l人

(9) 迎営基盤1翌理部施設管狸ユニット長
(IO) その他センター長が必要と認めた者 希千人

2 前項第3号から第8号まで及び第10号の委員は． 学長が委IMする．

3 釘り 1項第3号から第8号までの委員の任期は． 2年とし．,,i:任を妨げない．

付篇1 2016年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織
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4 第 1項第3号から第8サまでの委貝に欠員が生じた楊合の補欠の委員の任期は． jjij項の規定にかかわらず． liij任者

の残任期間とする．

5 第1項第10号の委員の任期は．学長が委嘱の都）虻定めるものと し再任を妨げない．

（委貝会の神湿議事項）

第9条 委員会は．センターに関する次に掲げる串Jii（熊本大学学内共同教宥研究施設約の人事等に関する委員会規則

坪成16年4J-J j「liIill定）節3条に定める事珀を除く． ）を湘議する．

(I) センターの業務に関すること．

(2) センター長候補者の拙J.tしに関すること．

(3) 施設及び予符に関すること．

(4) その他センターのii判軋辿‘i府に関すること．

（委員長）

第1(）条 委員会に．委員長を1付き．センター長をも って允てる．
2 委具長は．委員会を招鋲し．その議長となる．

3 委員長に事故があるときは．委員長があらかじめ指名する委貝がその職務を代行する．

（議 事）

第11条 委貝会は委員の過半数が出席しなければ議事を1}i-jき．議決をすることができない．

2 委貝会の議事は．出）紺した委員の過半数をもって決し， •I1J否同数のときは．議艮の決するところによる．

（滋見の聴取）

第12条 委貝長は必災があるときは．委員以外の者を委員会に出），付させ． 邸見を聴くことができる．

('Ji.務）

第13条 センター及び委具会の'Jj務は．辿営基盤管:Jlll/11；施設企他iユニットにおいて処則する．

（雑 tlll) 

第1,1条 この規別に定めるもののほかセンターの述営に関し必要な事項は．センター長が別に定める．

附'[lll 

L この規則は．平成23年10)J I日から施行する．

2 国立大学法人熊本）＄学J!Iり伐文化財調杏委員会規則 （平成16年4月 ．LH制定）及び熊本大学埋蔵文化財調介室災瑣

（平成16年 4)-ll H i|ilJ定）は廃止する．

3 この規則施行後． 11灼初に任命されるセンター長は第5条第1項の規定にかかわらず，この規則によ り選考された

ものとみなす．

4 この規則施行後最初に任命されるセンター長の任期は第5条第3項の規定にかかわらず．平成25年 3月31|」ま

でとする．

5 この規則施行後．）＼雑｝）に委IMされる第8条第 1項第3け）文ぴ第4号の委員の任期は同条第3項の規定にかかわら

ず平成25年3月3L|1までとする．

附則（平成24年12)J 2711規則第142号）

この規llりは．平成25年4J-J I「Iから施行する．

附打lj（平成27年3J-J 13 LI規則第94号）

この規則は．平成27年4月lIIから施行する．

附則（平成28年2月511)乱HIl第9号）

この規則は．平成28年4月1IIから施行する．

附則 （平成28年3月lll規則第30号）

この規則は．平成28年4月 1IIから施行する．

附' l―!II （平成28年9月2311規則第404号）

この規則は，平成28年9月2311から施行する．

附’ 則 （平成29年3月31H規llll第153号）

この規則は．平成29年4月1「1から施行する．
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2. 2016年度熊本大学埋蔵文化財保護対策組織

1 埋蔵文化財調森センター組織

くセンター艮＞

<'，り任教員＞

(f)f:・文学部教授）

く技術補佐具＞ （2015年5月～）

く事務補佐貝＞（2016年4月～）

＜奎内作業員＞ （2016年4JJ~ 9月）

(20] 61ド4)l ~2017イド3月）

(2016イド5)ごl~ 20 1 7イI'・3 J J) 

( 2 0 1 7 ・年l JJ ~ 3 月） 

2 埋蔵文化財調究センター述‘i；t委員会

委員長 木下尚子 （埋蔵文化財調1tセンター1と）
委員 小•f.111 弘己 （文学部教授）

審艤事項

然 武彦 （教育学部教授）

竹島 一希 （大学院社会文化科学(i)f究科准教授）

渋谷 秀敏 （大学院自然科学研究科教授）

伊東 i1t- （大学院 r_,_1然科学研究科教授）

宇術 功,Ii郎 （医学部附屈：lii院教授）

米田 哲也 （大学院生命科学研究祁保健学系准教授）

本山 敬一 （大学院生命科学研究部楽学系准教授）

大村谷 昌樹 (ll・：命府源研究 ・支援センター准教授）

脊藤 正実 （迎‘祗悲盤管理i-f|i施設箭理ユニット長）

木下 尚1'. （埋蔵文化ll構l4tセンター長）

松田 光太郎 (J!Iり巌文化財調杏センター且，Iイ「教且）

大坪 志子 （雌蔵文化財調究センター専任教貝）

山野ケン陽次郎（郡蔵文化財調査センター1、,Ji任教且）

2016年7月261::1 議題

木 1‘• I?;） [ •(20 I I. 10.J ~2017.3.31) 
4公111 i¥'.;),<l̀!Ii 

）＜坪志 f•

山野ケン陽次郎

--I 1 I :）I ・，I 1 I 広

iWII イド）こ

1ヽ『藤 1必子

4対f 芙紀

園Ill 9i",'{-
後9／於 iヽしlとfヽ

増JI： 弘子

i | ： I I 路
鬼塚災枝

4ヽ111 l 1 •..-f• 

JI―- |-. 裕災

稲本奈津紀

flJUJ (2015.'I.J ~2017.3.31) 

(2015.'I.I ~2017.3.31) 

(2015.'l.l~2017.3.31) 

(2015.11.l ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.'1.l ~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

(2015.4.1~2017.3.31) 

(2015.4.1 ~2017.3.3 l) 

(2015.4.1 ~2017.3.31) 

1) 平成28年 l虻Jlll蔵文化財但蔵地における I •本」？li． ）勺e-認について

2)平成28年度埋蔵文化財袖¥J1tセンターl:？Miし分（条）について
3) J!j !•蔵文化財池lftセンタ ー規則の一部改 l1 -ー．（‘朱）について
4)その他

報告

1)平成27年炭J!I！蔵文化財発掘糾隣結呆一覧について

2) 平成27年 I虹l!•蔵文化財調1tセンタ ー J・・符の支出実紹について
3)その他
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2017年 LJl 17日 議題

l)埋蔵文化財調壺センター長（咲補者」[ii)屈について

2017年2月201-1 議題

［調査員）

大坪志子

く論文＞

l)埋蔵文化財調壺センター規llIlの一名11改正（案）及び埋蔵文化財調究センター長候補者の

選考方法一部改正 （案）について

・「弥生時代における九州のヒスイ製勾玉の系諮」「1|．iiれの装身具」第12回九州考古学会 ・韻南考古学会合liij学会．九

、)•11考古学会 ・ 悧南考古学会 pp.204-219.

・ 「束釧路辿跡 ・北斗辿跡出土の石製装身具」 「釧路 r|i立1~り物館館報J N叫19.pp.3-7. 

く研究発表＞

・「長野市窮崎辿跡出上の縄文時代歪製品の石材廂地」第331ul1:1本文化財科学会 (2016.6.4-5.奈良大学） （共同：矢野

健一 ・妹｝も一樹（立命館大学））囀

・「弥I|．：時代における九州のヒスイ製勾玉の系謂」rLI • ;;i:,tの装身具．j第l2回九州考古学会 ・姐l¥j考古学会合IITJ学会

(2016.8.19-20.大韓民国束亜大学校）．

• 「A Report on the Changes of Stone Ornaments and Materials in the Jomon Period」TheEighth World 
Archaeological Congress(WAC-8) (2016.8.29-9.2. ITT]，謎I：人学 ）．

山野ケン陽次郎

く論文＞

・兼久ふl；器に共伴する貝製品の年代と変遷」「第8llll奄美考古学会発表惰科」，砲美考古学会．

・「琉球列島における縄文時代後晩期の貝製品と製作技術」「第7回沖縄考古学会 ・鹿児島県考古学会合同学会研究発表

会？t料集 南西諸島の縄文時代後晩期の南北交流I.pp.35-44.沖縄考古学会 ・鹿児島県考古学会．

く(i)［究発表＞

•第 11且l東ア ジア先史学談話会 調査報告「熊本地森文化財被災報告ー熊本大学 ー 」 ． 2016年 7 fll6 II . 熊本大学文学部
• 第 8 |』砲美考古学会 成果発表「兼久式土器に共伴する貝製品の年代と変遷」， 2016年8月271]．砲美市立砲美I¥'，し物館

• 第 7 |l•I I 沖縄考古学会 ・鹿児島県考古学会合1司学会 成果発表「琉球列 ，1，●，｝における縄文時代後晩期の貝製品と製作技術」 ．

20l6年11)126日． ｝鹿児島県立埋蔵文化財センター

く科学研究’伐＞

•平成27年度科学研究粋助成事業 （学術研究助成基令U)J h必金） 店手研究 ( B ) 「先史時代における太4年（：西部島嶼地域

の貝類利）廿の復元研究」研究代表者

くその他＞

・「：・・l;¥JJ,昴iキャンパスに地もれた）歴史一辿跡サイ ンとアプリの紹介ー」 r熊本大学工業会会汁i」第101号．pp.37-39.熊
本大学_[架会．

付荒2 埋蔵文化財調査センター2016年度調査 ・研究活動記録
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付篇3 埋蔵文化財調査センタ ー2016年度新聞記事 I 
図17 「赤煉瓦基礎確認歴史的価値高く」

（西日本新聞 2016年11月8日22面縮小転載）

付篇3 埋蔵文化財調査センタ ー 2016年度新聞記事



68 

図18 「近代建造物実態探る」

（熊本日日新聞 2016年11月3日、 5面転載）
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